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        序章　羨望の碧い眼

        　

        迫りくる、その碧い瞳から目が離せなかった。

        ゴンッという音は、壁に後頭部を打ちつけた音。すぐうしろに壁が迫っているなんて、思いもよらなかった。きっと平常心ではなかったのだ。

        それに、これだけ大きな音を立てて頭を打ちつければ痛いはずだが、気にならなかったのはすべて、目の前にいる人のせい。

        見上げれば、金色の長い髪がはらりと落ちてくる。頬に触れる髪束はほんのわずかだったけれど、とても滑らかなのがわかった。

        涼やかな碧い瞳に射抜かれる。まるで絵画からそのまま抜け出てきたような　彼女――神宮司じんぐうじリサの視線が、私の胸元に集中している。

        ドクドクと胸が鳴るのはそこに彼女の視線が集まっているからか、あるいは美貌の彼女に迫られているからか、どちらだろう。

        「大きな胸……。前から、羨ましいと思ってたんです」

        リサの声音は平坦だった。本当にそう――羨ましいと――思っているのか、計り知れない。

        岩楯咲彩いわたてさあやは壁に頭をくっつけたまま、なにも答えられない。

        「触ってもいいですか？」

        そうすることが当然のごとく、リサが言い放った。

        咲彩はまたも、なにも答えられない。

        どうしてこんなことになってしまったのか――思考がまったくついていかないせいだ。

        （触るって……胸に!?）

        そうして咲彩が戸惑っているあいだにリサは右手を前へ出す。リサは端はなから咲彩の返事を待っていない。

        「あ――……っ」

        リサの手のひらが咲彩の胸の膨らみに触れる。初めは、そっとあてがわれただけだった。しかし、咲彩が抵抗しないからか、リサは指先に力を込めて大きな膨らみを服の上からぎゅっと鷲掴みにした。

        （どうして――）

        不思議と不快感はなかった。

        あるのは「なぜ胸を掴まれているのだろう」という疑問と、「リサはなにを考えているのだろう」という興味だけ。

        「……柔らかい」

        いまにも唇が触れそうな位置にリサの顔が迫る。とたんに、胸がドキドキと高鳴り始めた。いや、もともと脈は強く打っていた。

        リサの片手が赤縁眼鏡のフレームをつまむ。

        咲彩はやはり、なす術がなかった。

        


        　

        　

    

    
        第一章　無気力な美女

        　

        私立葉菜はな女学園大学のキャンパスは広大だ。外部入学の咲彩さあやにとってはさながら巨大迷路である。

        咲彩は校門の桜並木を通り、建築学部棟を目指す。曲がり角を一つ間違えるだけでも迷宮入りしてしまうので、気が抜けない。

        講義室に着くと、最前列に陣取って教科書を広げた。一限目は画材や造形材料に関する授業だ。

        一年生のあいだはこういった座学が多いが、進級するにつれ実習が増え、学内外のコンペティションへ応募する傍ら資格試験の取得を目指すことになる。

        咲彩の将来の夢はインテリアコーディネーターだ。そのため、インテリアデザイン学科を専攻している。

        葉菜女学園大学は初等部から大学部まである一貫校だが、咲彩は今春、外部の高校から受験して入学した。

        アルバイトやサークルといった類たぐいのものはまだなにも始めていない。

        「咲彩、お昼行こ」

        講義室で荷物の整理をしていた咲彩は幼なじみの志野愛未しのあいみに声を掛けられ、「うん」と答えて愛未のあとについていった。

        カフェテリアまでの道はまだ覚えていない。その点、愛未は中等部からこの学園にいるので迷うことはない。

        ぽかぽか陽気の下もと、綺麗に舗装されたアスファルト道を太陽へ向かって歩くと、円形の壁面に横長いガラス窓が配されたドーム型の建物が見えてくる。

        一見するとプラネタリウムのようにも見えるが、この葉菜女学園大学のカフェテリアだ。学生たちのあいだでは『プラネテリア』と呼ばれている。『プラネタリウム』と『カフェテリア』を掛け合わせた単純な通称だ。

        プラネテリア内は混み合っていた。ちょうどお昼時だ。時間をずらして来ればよいのかもしれないが、一年生のあいだは授業がみっちり詰まっているので、当分はこの混雑したプラネテリアで昼食をとることになるだろう。

        自動販売機で食券を買い、厨房を臨むカウンターで半券を差し出す。それから、受け取り口で半券を片手に料理を待つ。

        咲彩はたいてい日替わりランチだ。アルバイトをしていない学生には値段的にそれくらいしか手が出ない。他にはハンバーグランチやステーキまで取り揃えてあるが、如何せん割高だ。

        咲彩と違って、実家がいわゆる『お金持ち』の愛未はいつもそういった豪華なメニューを注文する。今日はサーロインステーキを注文しているようだった。

        プラネテリア内は混み合っているが座席にはいつも余裕がある。厨房の人員も充分なので、そう長く待たされることはない。

        咲彩と愛未はそれぞれ、注文した料理をトレイに載せて席を探す。眺めと陽当たりが抜群の窓際の席はすでに人で溢れ返っていたので、ドーム中央の二人掛けの席に向かい合って座った。

        「ちょっと、咲彩に相談があるんだけど」

        愛未が話を切り出す。咲彩は唐揚げの付け合わせのレタスを飲み込んだあとで「なに？」と続きを促した。

        「私の従妹の家庭教師をしてもらえない？」

        「えぇっ？」

        いやに突然だ。なにか理由があるのだろうか。

        咲彩が訪ねずとも、愛未は説明する。

        「留年しそうなのよ……。このままじゃ進級できない」

        「それは困ったね」

        そう言ってしまったあとで、いかにも『他人事』というような言葉を発してしまったなと少し後悔した。

        「時給はかなり弾むわよ。毎日ステーキだって目じゃないかも！」

        愛未はおもむろにフォークで肉片を刺し、咲彩の口の近くまで持ってきた。思わず口を開けたものの、その美味しそうな肉片が口の中へやって来ることはなかった。愛未の口へと吸い込まれ、瞬く間に消えてしまった。

        咲彩はゴクリと喉を鳴らしてから「はぁ」とため息をつき、仕方なく冷めた唐揚げを食べた。

        「で、どうする？」

        「もちろん、する」

        いまのところアルバイトはしていないしサークルにも入っていない。加えて高給となれば、断る理由がない。

        「はぁ、よかったー！　入試成績トップの咲彩なら、安心！　よろしくね」

        「かしこまりました」

        咲彩は慇懃無礼にそう言ってニッと笑う。

        この時、安易に家庭教師を引き受けてしまったことを、咲彩は後々思い悩むことになる。

        　

        まだ四月だというのに留年が危ぶまれる愛未の従妹の家は咲彩の家の六軒隣りだった。愛未の家からは三軒隣りである。

        （神宮司さん、だっけ。気前のいい人だな）

        家庭教師を引き受けると言っただけで、顔合わせすらしていないというのに、愛未の伯父である神宮司さんが半年分の授業料をくれたのだ。

        対価に見合う働きをしたいと意気込みつつ、閑静な住宅街を歩き、教え子となる神宮司リサの家を目指す。

        （それにしても、愛未の家の三軒隣りっていったら……）

        通りの角まで続く白く高い塀を横目に見ながら歩き、玄関を探す。

        （神宮司――やっぱり、ここだ）

        表札で苗字を確認した咲彩は大きく息を吐いて感嘆した。

        （ものっすごい豪邸！）

        愛未の家も大きいが、この神宮司家には敵わない。自分の家はもっとそうだ。

        高い塀と同じ真っ白な外壁が昼下がりの陽光に照らされていて眩しい。外から見たところ三階建てだ。屋上にはテラスがあるものと思われる。

        庭木はよく手入れされているが、無機質な印象を受けるのはなぜだろう。

        咲彩は深呼吸をして、インターホンの丸いボタンを押す。

        『はい、どちらさまでしょう』

        女性の声だ。

        「志野愛未さんの紹介で参りました、岩楯咲彩と申します」

        『まぁまぁ！　お待ちしておりました、どうぞ中へ』

        すると玄関のシャッターが「ジーッ……」と音を立てながら自動で開いた。

        咲彩は小さな声で「お邪魔します」と言いながら神宮司邸へ足を踏み入れる。

        クリーム色と深い赤色のタイルが格子状にはめ込まれたアプローチを早足で歩いていると、玄関扉が開いた。

        家の中から中年の女性が現れる。

        「私はこの家の手伝いをしております柏井と申します。お嬢さまは二階にいらっしゃいます。どうぞ、お入りください」

        咲彩は今度は大きな声で「お邪魔します」と言って靴を脱いだ。

        （お嬢さまだって……！）

        なんだか別世界の話だ。そもそも、家に手伝いの人がいるというだけで驚きである。

        柏井さんの案内で、開放感のある吹き抜けの廊下を進み階段を上る。

        二階の廊下を突き当りまで歩き、ライトオークルの扉の前に立つと、柏井さんが扉をノックした。

        「お嬢さま、岩楯さまがお見えになりました」

        中からはすぐには返事がなかった。

        『……どうぞ』

        耳を澄ましてやっと聞き取れる小さな声が部屋の中から返ってくる。

        柏井さんは笑顔で「ではよろしくお願いしますね」と言いながら頭を下げ、一階へ行ってしまった。

        「失礼します」

        扉を開けて、部屋の中へ入る。

        学習机の前に立っていたその人を見て、咲彩は思いがけず足を止めた。

        まず目を引くのは金色の長い髪の毛だ。腰のあたりまである。それから、なんといっても碧い瞳。日本人にはない、水底のようなクリアブルーにしばし魅了された。

        耳には銀色の丸いピアスがはめられている。彼女――神宮司リサによく似合っている。

        顔が小さく、すらりとした体躯はモデルのようだ。雑誌に載っていてもおかしくない。

        それに引きかえ自分は――と、だれに比べられているわけでもないのに劣等感が募る。

        身長は低いのに胸ばかり膨らんでいてアンバランスなのだ。咲彩は自分の体型がコンプレックスでならなかった。

        「……あの、なにか？」

        訝しむような顔でリサが言った。その口から日本語が出てきたことにひとまず安心する。英語は日常会話くらいはできるが、母国語以外で人にものを教えるのは難儀だ。

        「い、いえ。なんでもないです」

        あわてて作り笑いをして、リサのもとへ歩く。学習机の前にはあらかじめ椅子が二つ置いてあった。

        咲彩が椅子に座ると、リサもそれに倣った。

        「まずはお互いに自己紹介でもしましょうか。私は岩楯咲彩。葉菜女学園大学の一年生。将来の夢はインテリアコーディネーターです。愛未の紹介であなたの家庭教師をすることになりました。よろしくね」

        「………」

        リサは少しも笑顔を見せることなく無言で小さく頭を下げた。

        「じゃあ、次はあなたの番」

        「神宮司リサです」

        ――終了だった。リサはそれ以上なにもしゃべらない。

        （クールなタイプなのかな……）

        この部屋のカーテンや絨毯はパッションピンクの花柄だ。窓際やベッドにはぬいぐるみが所狭しと並んでいる。明るくファンシーな印象の部屋だが、その住人はそうではないらしい。

        （それとも、親が勝手に家庭教師を決めて怒ってるとか？）

        「コホン」と咳払いをして咲彩は口を開く。

        「ねえ、リサちゃん。もしかして、家庭教師なんて要らない……って、思ってる？」

        「……そうですね。要らないです。だから、帰ってください。もう来なくていいです」

        平然とそう言い放ったリサを前に咲彩は目を丸くして、パチパチと何度か瞬きをした。

        「来るよ。だって、前払いでアルバイト代を貰ってるもん。しかも半年分」

        「父にはちゃんと言っておきますから」

        目を伏せて、なにもない机の上をどこか呆然と眺めるリサを咲彩はジィッと見つめる。

        「イヤだ。引き受けたからには、できるだけのことを精いっぱいする。いまできなくちゃ、私はこの先もずっとできないままになる。そんなのイヤ」

        咲彩が毅然とそう言うと、リサの眉根がわずかに皺を刻んだ。

        「……あなたの勝手に付き合わされるわけですね、私は」

        リサがボソリと言った。

        「うん、そのとおり。ごめんね。少なくとも半年は付き合ってもらうことになる」

        「………」

        リサはなにも答えないものの、その表情から、彼女が納得していないことは明らかだった。

        


        　

        　

    

    
        第二章　はなまる作戦

        　

        「リサちゃんのこと、教えて」

        プラネテリアで珍しく窓際の席に座ることができた咲彩は向かいにいる愛未に向かって身を乗り出した。

        「えぇ～？　本人に直接、教えてもらえばいいじゃない」

        愛未は付け合わせのスープをスプーンで上品に啜ったあと、わざとらしくそう言った。

        「それができないから愛未に訊いてるの！」

        愛未の微笑みが引きつる。

        「そうよね～……」

        大きなため息をつき、愛未はスプーンをスープ皿に置いた。

        「私も、リサちゃんとはちょっとやりづらいとこあるのよね」

        それから愛未はリサの生い立ちやいまの境遇を事細かに話してくれた。

        聞けば、リサの両親は八年前に離婚しており、母親は海外にいるらしい。日本人である父親がリサの親権を持っているが、その際も大いに揉めたとのことだ。

        「リサちゃんのお母さんとは、絶縁状態ってわけじゃないの。テレビ電話とかで連絡は取り合ってるみたいだし。ただ……最近、お母さんが海外の人と再婚したらしいのよね」

        「再婚――」

        自分の母親が父親と別れて、他の人と結婚したところを想像する。単純に寂しい、と思った。

        「リサちゃんの家にはお手伝いさんがいるじゃない？　でも、日中しかいないし、伯父さまはほとんど帰らないし……一人暮らしみたいなものよね。あの大きな家に、たった一人なの」

        「そう……」

        咲彩は眉根を寄せて俯く。

        とても、ランチを食べ進める気にはなれなかった。

        「あれっ、そういえば咲彩は今日も日替わりランチなの？　伯父さまから前金をたんまり貰ったんじゃないの？」

        「貰ったけど……もし成果が上げられなかったら全額お返ししようと思って」

        「律儀ねぇ。まあ、だから咲彩に頼んだんだけど」

        「……んもぅ」

        「後悔してる？　リサちゃんの家庭教師を引き受けたこと」

        「後悔はしてないよ。ただ、私に務まるのかなって……不安なだけ」

        咲彩は両手にギュッと力を入れて握りこぶしを作る。

        「でも、がんばる。リサちゃんにも『最低でも半年は付き合って』って宣言しちゃったし」

        「それでこそ咲彩！　応援してる。またいつでも相談して」

        「ありがと」

        プラネテリアの大窓から射し込む春の温かさが、この上なく身に染みた。

        　

        咲彩は懲りずにリサの家へ行く。しばらくは土曜日か日曜日――お手伝いの柏井さんが家にいる日中に限定して神宮司邸を訪ねることにした。そうでなければきっとリサに門前払いされてしまう。

        咲彩が部屋に入ってくるなりリサはあからさまに嫌な顔をした。

        リサが渋面を浮かべていようとも咲彩は気にせず彼女に話しかける。

        「宿題はした？」

        「するわけないじゃないですか」

        「そうだよね。困ったなぁ……」

        咲彩は苦笑して、リサに宿題のノートを開かせる。

        この限られた時間で教えるだけでは成績は伸びないだろう。

        リサの自主性をいかにして引き出すか、それが一番の課題である。

        「――ちょっと休憩にしよっか」

        タイミングよく、柏井さんがお茶とお菓子を運んできてくれた。

        咲彩とリサはソファへと移動した。

        ローテーブルの上に置かれた紅茶を飲む。

        リサはというと、甘い物が好きなのか紅茶よりも先にイチゴのショートケーキに手をつけていた。

        「ねえ、リサちゃんはさ、将来の夢ってある？」

        向かいにいるリサはもぐもぐと口を動かしていた。飲み込んだあと、

        「……ありません」

        小さな声でそう答えた。相変わらずの無表情だ。

        夢がないことを悲観しているようではなかった。

        （自分自身に興味がないのかな……）

        自分がなにをしたいのか、これからどういう生き方をするのかということに興味がないのだろう。

        （そりゃあ、将来の夢なんてそう簡単に決められることじゃないし、夢が必ず叶うって保証もないわけだけど）

        それでも、なにか目標を立てることは大切だと咲彩は思った。

        ふと、向かいのソファ――リサの隣にあったぬいぐるみに目がいく。

        それから、部屋の中をぐるりと見渡した。

        ぬいぐるみは色や服装こそ違うものの、すべて同じキャラクターだ。

        （これってたしか、ご当地ゆるキャラの――はなまる、だ）

        咲彩はリサに「はなまるが好きなの？」と尋ねようと思ったが、これだけ部屋の中にあるのだ。好きに決まっている。愚問を投げかけてはリサが気を悪くするかもしれないと思い至り、咲彩は口を噤んだ。

        　

        大学の帰り、駅を降りてすぐのゲームセンターを通りかかった時だった。

        （あれって……）

        店内からにぎやかな音楽が流れてくる。

        しかし咲彩は音楽よりも、『期間限定！　お団子はなまる』というキャッチコピーに釘付けだった。

        ご当地ゆるキャラのはなまるがクレーンゲームの景品になっていた。

        咲彩は足を止め、しばらくそれを眺めたあとで思いつく。

        （コレだ！）

        そうして、ハンドバッグから財布を取り出すのだった。

        　

        翌週、神宮司邸を訪ねた咲彩はいつものようにリサに訊く。

        「宿題は？」

        「してません」

        その返答は想定内だ。

        咲彩は「そう」と呟き、おもむろにハンドバッグを開けてぬいぐるみを取り出す。

        リサの碧い眼が大きく見開く。咲彩の手の中にある、お団子を持った『はなまる』のぬいぐるみを凝視している。

        「リサちゃんがやる気を出してくれて、成績が少しでも上がったら、コレ……あげてもいいよ。ちなみにこのぬいぐるみ、地域限定の非売品だから店にもネットにも売ってないと思うよ」

        リサは苦虫を噛み潰したような顔になる。

        「……っ、卑怯です」

        「なんとでも」

        ふふん、と笑って咲彩は片手で赤縁眼鏡のフレームをクイッと上げる。

        「コレ、手に入れるのすっごく大変だったんだよねー」

        結局、ゲームセンターで一万円近く使ってしまった。

        リサは渋い顔のままだ。

        ぬいぐるみは欲しいが、私の言いなりになるのは癪、といったところだろう。

        「ちょっと触ってみる？」

        ぬいぐるみを差し出すと、リサはためらいがちに右手を伸ばした。

        はなまるの白い毛は柔らかく、触り心地がよい。もふもふだ。いつまででも触っていたくなる。

        リサの口元が緩む寸前、咲彩はぬいぐるみを取り上げた。

        「はい、おしまーい」

        天井に向かってはなまるを掲げ、リサに問う。

        「欲しいでしょう？」

        リサは口を半開きにしてわなわなと震わせていた。

        上を向いたり下を向いたりするのは、葛藤しているのだろうか。

        「……欲しい」

        しばしの間を挟んで、か細い声でリサが言った。とたんに咲彩の表情が晴れる。

        「じゃあ、がんばろう！　私も、コレをゲットするのにすっごくがんばったんだから」

        リサは変わらず難しい顔をしていたが、すぐに正面を向いてシャープペンシルを手に取り、手つかずだった宿題に取り掛かる。

        （おお……はなまる効果絶大！）

        しかし、これが持続するかどうかまだわからない。あまり過度に期待しては返ってリサのためにならないと自戒して、咲彩は教え子を見守った。

        　

        翌週、例のごとく日曜日の昼間に咲彩はリサの家へ行った。

        「宿題はした？」

        「はい」

        「そうだよね～……――って、えぇっ!?」

        下を向いて鞄の中身を整理していた咲彩は驚きに目を剥いてリサを見た。

        咲彩が凝視すると、リサはキュッと唇を噛んだ。なんだか恥ずかしそうだ。

        「じゃあ、見せて」

        気を取り直して咲彩はリサから宿題のノートを受け取り、一問ずつ正誤を確かめていった。

        「――すごい、全問正解！」

        咲彩はノートをリサに返して、その手でパチパチと何度も拍手をした。瞳は潤んでいる。

        それを見てリサは目を見開いた。

        「泣いてるんですか？」

        「え!?　私、泣いてる？」

        そう言った瞬間、瞳から涙が零れた。頬に一筋の涙が伝う。

        「……そんなに嬉しいですか？」

        「う、嬉しいに決まってるよ！　リサちゃんって、やればできるんだね……！」

        教え子の前で泣いてしまったことが恥ずかしくて、咲彩は笑いながら俯いて目尻の涙を拭った。

        「はなまるで釣ったりしてごめんね。でも、本当……嬉しい」

        なんとかして涙を引っ込めて、ニィッと笑って見せる。

        すると、リサの口元がほんの少しだけ弧を描いた。

        とたんに心拍数が上がる。

        （笑ってる……！）

        いや、リサが笑わない人間だと思っていたわけではない。ただ、いままで一度も笑顔を見たことがなかったというだけだ。

        （……笑った顔、かわいい）

        無表情を見慣れていたせいか、そうして笑みをたずさえているとずいぶんとかわいらしく思える。

        咲彩は微笑ましくリサの顔を見たあと、ハンドバッグから『はなまる』を取り出した。

        「これ、あげる」

        お団子を持って満面の笑みを浮かべているぬいぐるみをリサに手渡す。

        「……いいんですか？　まだ、宿題をしたっていうだけで……成績は上がってませんけど」

        「いいの、嬉しかったから。それに、リサちゃんならきっと大丈夫だって――信じてる」

        導くことも大切だが、そこには信頼がなければならないと思った。

        押しつけるばかりでは、きっとだめだ。

        「……ありがとうございます」

        今度は、はにかんだような笑みになってリサは『はなまる』を受け取り、その胸に抱きしめる。

        咲彩はそのようすをただ眺めていた。

        どうしてか、トクンと胸が鳴った。

        


        　

        　

    

    
        第三章　体育祭

        　

        このところの咲彩は平日の夜、リサの家を訪ねている。

        社会人だけでなく学生にとっても土曜や日曜は貴重な休日だ。

        （リサちゃんだって、休日はお友達とどこかへ遊びに行くことがあるだろうし……それに、彼氏――とかも、もしかしたらいるかもしれないし）

        でも、訊けない。気になるけれど、尋ねることができない。

        「来週、体育祭だね」

        紅茶とケーキをトレイに載せて部屋の中に戻ってきたリサに咲彩が言った。

        お手伝いの柏井さんはもう自分の家に帰ってしまったので、リサが休憩時の準備をしてくれる。

        来週は葉菜女学園の体育祭だ。大学部の参加は任意なので、咲彩はもちろん見学である。

        （走るのって苦手。……胸が痛くなるし）

        咲彩はフォークでチーズケーキを切り取って口に放り入れる。美味しい。

        「リサちゃんは、何の種目に出るの？」

        「リレーと徒競走と、借り物競争とそれから――」

        リサは種目を言いながら指折り数えていく。片手の指では足りない。

        「わあ、すごいね。リサちゃんって運動神経よさそうだもんね。私、見に行くよ。全力で応援する！」

        「全力で？」

        「だって、リサちゃんは全力で種目をがんばるでしょ？　だから、私も力いっぱい応援するの」

        「なにそれ……」

        リサは首を傾げて嬉しそうに笑った。

        最近はこうして笑みを見せてくれることが格段に多くなった。

        喜ばしいことだが、その笑顔を見ているとなぜか落ち着かなくなる。

        その理由は、考えても考えても、わからなかった。

        　

        葉菜女学園、体育祭当日。

        咲彩は愛未とともに学園のグラウンドへ行った。

        葉菜女学園のグラウンドは市営の陸上競技場と造りはそう変わらない。ほんの少し小規模という程度だ。

        グラウンドを囲むように、応援のためのスタンドがある。開始時刻よりも一時間ほど早くスタンドに行けば、最前列を確保するのは容易である。

        「双眼鏡、持ってきた？」

        隣に座る愛未に訊かれた咲彩は「もちろん」と言いながらハンドバッグから小ぶりの双眼鏡を取り出した。

        スタンドとグラウンドが離れているので、双眼鏡がなければよく見えない。

        咲彩の双眼鏡は眼鏡越しでも使える。双眼鏡を覗くたびにいちいち眼鏡を外すのは面倒なので、そういったタイプの双眼鏡ものを買った。

        グラウンドでは学生たちが準備運動を始めていた。

        咲彩はさっそく双眼鏡を眼鏡にあてがって、リサの姿を探す。

        「リサちゃん、学年一、足が速いらしいよ」

        「そうなんだ!?　――あ、リサちゃん発見」

        彼女は目立つので遠くからでもすぐにわかる。紺色に白いラインが入ったジャージを着たリサが、複数の女の子たちに囲まれて楽しそうに会話している。

        咲彩は双眼鏡を覗き込むのをやめて愛未に尋ねる。

        「リサちゃんって、クラスの人気者？」

        「そうでしょうねぇ。かわいいし、運動神経もいいし」

        「……そうだよね」

        リサは女の子たちに人気がある。

        それを、どうして素直に喜べないのだろう。

        悶々としたまま競技が始まる。

        咲彩は愛未とともに声を張り上げてリサを応援した。大きな声を出してもリサの耳には届いていないかもしれないが、それでも全力で応援したかった。

        あっという間にお昼となった。

        咲彩と愛未は昼食を買うべく学園構内の売店へ行く。

        「近道しよう」

        愛未の提案で、建物と建物のあいだの狭い道を通って売店を目指す。

        その、途中の出来事だった。

        咲彩は物陰にいるリサの姿を見つけた。

        リサは一人ではなかった。友人らしき女の子と一緒だ。

        声を掛けようかと迷っていると、

        「――っ!?」

        咲彩は絶句した。

        「どうしたの？」

        急に立ち止まった咲彩を愛未は思案顔で見る。そうして、咲彩の視線の先を追う。

        「あ――」

        愛未もまたギクリとして、その場に棒立ちになった。

        　

        夕暮れ時、神宮司邸の前に立った咲彩はインターホンのボタンをなかなか押せずにいた。

        （知らんふりすればいいのよ……。だって、リサちゃんは私たちに気づいてなかったみたいだし）

        なにも見なかったことにすればよいのだ。それが一番よい。

        咲彩は一人コクコクと頷いて、インターホンのボタンを押そうとした。

        しかしそれよりも先に玄関扉が開き、リサが顔を出した。

        「えっ!?　あ……どうして……」

        「二階の窓から、咲彩さんが来るのが見えたから」

        「そ、そう……」

        咲彩は「お邪魔します」と言いながら、開いたシャッターの下を潜る。

        玄関から家の中へ入り、階段を上る。リサの部屋に着き、椅子に座るなり咲彩は、

        「このあいだは、お疲れ様」

        引きつり笑いを浮かべてリサに言った。

        「……咲彩さんの声、聞こえました」

        リサがぽつりと呟くので、咲彩はパチパチと何度も目を瞬かせた。

        「本当!?」

        「はい。甲高いので、わかりやすいんです」

        「そっか……」

        咲彩はふにゃりと顔を緩ませた。しかしすぐに、硬い表情になる。

        「……なんか、ヘン。今日の咲彩さん」

        「えぇ？　全然、そんなことないよ。いつもどおり！」

        ぶんぶんと手を振ってみせると、机の端に手をぶつけて痛い目に合う。

        「いたた……」

        「やっぱり、ヘン」

        リサが訝しげに見つめてくる。

        「そうかなぁ……？」

        咲彩はあらぬほうを向いて首を傾げた。

        それでもなおリサは追及してくる。

        「私の目を見てください」

        咲彩は唇を引き結び、おそるおそるリサのほうを向く。

        透き通るような碧い瞳に、すべてを暴かれる――。

        咲彩はとうとう観念する。

        「その……私……見ちゃって……」

        「なにをですか？」

        「体育祭の日、ええと……お昼休憩の時、売店に行く途中で……たまたま……」

        そこまで話すと、リサは一瞬だけ驚いたような顔になった。

        「……私と柚ゆずがキスしてるところ？」

        心臓をハンマーで叩かれたようだった。胸がドクンッと大きく跳ね上がり、そのままドクドクと激しく脈を打つ。

        咲彩は小さく頷く。

        （あの子、柚って言うんだ……）

        そうして浮かぶのは、その柚という女の子と相対していたリサの立ち姿。頭の高い位置で結われた金色のポニーテールが風になびき、唇を塞がれているリサの姿を、いまでも鮮明に思い出せる。

        衝撃的だった。

        あれからずっと、そのことが頭にこびりついて離れないのだ。

        「……気になるんですか？」

        抑揚のない声音でリサが訊いてくる。

        「え――ええ、と……」

        答えを言うのがためらわれる。

        気になるのには違いないものの、どういう調子で言えばよいだろう。

        軽い調子で？

        それとも深刻に？

        （ああ、もう……どうしよう！）

        咲彩はギュッと強く唇を噛みしめたあと、一息に「気になる！」と言った。

        「どうして？」

        すぐにそう切り返されて面食らう。理由を訊かれるとは思っていなかった。

        「そ、それは……だって……」

        教え子が、だれかと――しかも女の子と、キスをしていたら気にならないほうが『ヘン』だと思う。

        「咲彩さんには関係ないでしょ？　私がだれとキスしようと」

        リサが気を悪くしたのは明らかだった。

        しまった、と後悔しても遅い。

        「それは、そうだけど……っ」

        咲彩は言葉を濁して視線をさまよわせる。

        「それとも――女の子とキスなんかしちゃだめだ、って……指導する？」

        まくし立てるようにリサは言った。世間一般を悲観しているような、冷たい声音に思えた。

        「そんなつもりじゃ、ない」

        自分でも、なにがしたいのかわからない。

        こんな思いをするくらいならやはり、見て見ぬふりをするべきだったのだ。

        涙腺が熱くなり、喉の奥がツンとなる。

        咲彩は込み上げてきた涙を必死に堪えていた。

        するとどうしてかリサが立ち上がった。

        「……っ？」

        咲彩もつられて椅子から立つものの、リサはなにを言うでもなく距離を詰めてくる。

        「リ、リサちゃん？」

        あわてふためきながらも、そのままこの場に立ち尽くしていてはリサとぶつかってしまうので後ずさりする。

        背中が薄いピンク色の壁に当たった。

        冷然としたリサに間近に迫られ、両足から力が抜けてその場にへなへなと座り込む。

        見上げた教え子は、もとより長身ということもあって恐ろしく威圧的だった。

        リサが膝を折り、身をかがめる。金色の髪束が頬を掠めた。

        咲彩の胸元を見つめながらリサは言う。

        「大きな胸……。前から、羨ましいと思ってたんです」

        リサが息をつく。それが、どういう種類の吐息なのかわからない。

        自分自身を鎮めるための深呼吸なのか、あるいは羨望による感嘆なのか、咲彩にはわからなかった。

        「触ってもいいですか？」

        リサの言葉が頭の中をすり抜けていく。

        その言葉の意味を理解したときにはもう、リサの右手がこちらへ向かって伸びてきていた。

        華奢な手のひらを胸にあてがわれる。咲彩は微動だにできない。

        数秒も経たないうちに鷲掴みにされる。

        「……柔らかい」

        リサの麗しい顔が近づいてくる。掛けていた眼鏡を彼女の手につままれて拭い去られてしまう。

        ぼやけた視界の中、唇が重なる。

        「ン――……ッ！」

        咲彩は呻く。

        （キス、してる――リサちゃんと）

        リサが『柚』という女の子と唇を重ね合わせていた光景が脳裏にパッと浮かんだ。

        それと同じことをいま、しているのだ。

        不可思議な心地だった。

        嫌だとか、不愉快だとかいう気持ちはない。

        どうしてこんなことになっているのだろうという疑問と、取り返しのつかないことをしているのではないかという背徳感ばかりが募る。

        「咲彩さんは私にないものばかり持ってるから、惹かれる」

        唇を離すなりリサが言った。

        （惹かれる……？）

        その意味をつい考えてしまう。

        それは、単純に興味があるということなのか、あるいはもっと別の――深い意味があるのか。

        「あの、リサちゃん……っ」

        真意を確かめたいのに、咲彩は胸元を押さえてあわてるばかりだった。

        ――どうして、私のブラウスのボタンを外そうとしているの？

        「じかに見たくなりました。咲彩さんの胸」

        「な、なんで――」

        「わかりません」

        あまりにもはっきりとリサがそう言うので、本当はその理由が『わかっている』のではないかと勘繰る。

        わかっていて、私には教えないのではないか、と。

        咲彩が胸元を両手でしっかりと押さえていても、リサは構わず臙脂色のブラウスのボタンを上のほうからプチプチと外し始める。

        「私っ……身長は低いのに、胸ばっかりこんなだから……っ」

        アンバランスなこの体型は中学のときから変わらない。水泳や体育の時、男子にはいつもこの体型をからかわれた。そのせいか、いままでに一度もだれとも付き合ったことがない。

        コンプレックスを白状したところで、状況はなにも変わらなかった。

        リサは少しも表情を変えず、一心に咲彩の服を脱がせる。

        「でも私にとっては理想です。だって、かわいい」

        咲彩はきょとんとして、リサの顔を凝視する。

        （か、かわいい……って、私が!?）

        年下のリサにそんなことを言われるとは思っておらず、咲彩は「あの、ええと」と言いよどみながらうろたえる。

        そうしているあいだにブラウスのボタンはすべて外されていて、下着が露になっていた。

        「あっ……！」

        リサが嘲笑する。「胸元が無防備になっていることにやっと気がついたの？」とでも言いたげな含み笑いだ。

        「咲彩さんは白がよく似合う」

        露呈した、白いレースのブラジャーを見下ろしてリサが言った。

        頬がカァッと熱くなる。

        （お、落ち着かなくちゃ……！　かわいい、なんて言われて舞い上がってる場合じゃない）

        ところが心臓はいっこうに落ち着いてくれない。

        リサの碧い瞳と視線が絡むたび、体が硬くなっていくようだった。満足に抵抗できない。

        リサの両腕が背にまわり、白いブラジャーのホックを弾く。普段は毛の先ほども気にしたことのない『プチン』という音がいやに大きく耳を打った。

        「まま、待って、本当に」

        「……イヤです」

        リサの吐息が耳たぶを撫でる。すると、とたんにゾクンッと全身が総毛だった。

        （私――なんで、こんな……）

        きっと、キスをしたせい。

        リサをこんなにも意識してしまうのは、彼女の唇があまりにも柔らかくて、それでいてしっとりと吸いつくようだったから。その感触が、忘れられない。

        それをもう一度、味わいたいなどと思ってしまっているから重症だ。

        「だめだってば……！　いま、授業中なんだしっ……」

        「これだって、保健体育の授業でしょ？」

        リサの両手が、ホックを弾かれたことで緩んだブラジャーの隙間にそろりと忍び込む。

        「教えてください、咲彩先生」

        リサはわざとらしくそう言って、いつになく楽しそうに笑った。

        普通の家庭教師は保健体育を教えない。まして、自分の身をもって教えるなんて――。

        「あ……っ、ゃ、くすぐったい……！　や、やめて、リサちゃん……！」

        胸の膨らみの上部をすりすりと撫でられている。

        くすぐったさと恥ずかしさで頭の中が沸騰しそうだった。

        「もし授業中じゃなかったら、喜んで私に応えてくれた？」

        「え……？」

        顔を上げれば、リサは不安そうに表情を曇らせていた。

        そんな顔をされると否定しづらい。そもそも自分でも答えはわからなかった。

        いまだって、本当に嫌だとは思っていない。

        リサの指が肌を撫でるのは、心地がよいのだ。

        咲彩は視線を逸らして「わからない」と呟く。

        「……ずるい」

        リサの言う通りだ。私はずるい。

        「でも、いいです。咲彩さんが嫌がっても、私の好きなようにするから」

        碧い眼をスッと細め、リサは咲彩のブラジャーの両端をつまんで押し上げた。

        「ひゃ……！」

        二つの大きな膨らみがふるりと揺れて明るみに出る。リサの部屋のシーリングライトはとても明るい。ほくろの位置まで鮮明に見える。

        反射的に両手で胸を隠すと、リサは傲然と「見せて」と言った。

        「女同士なのに、恥ずかしいの？」

        咲彩はギクリとして肩を弾ませる。

        「そ、それは……その……」

        ああ、どうしてはっきりと自分の意見を言えないのだろう。

        いままで言いたいことはなんでも相手に伝えてきた。言いよどんで尻込みするのは性に合わない。

        「は、恥ずかしい！」

        きっぱりと言うと、幾分か気が晴れた。

        いっぽうリサはクスッと笑う。

        「そうですか。でも、見せてください」

        「えぇっ!?」

        結局、なにを言ってもリサは自分自身を曲げない。

        「それに、そんな小さな手で隠したところで、胸が大きいから覆いきれてない。意味ないです」

        「あ、っ……！」

        両手首を掴まれ、無理やり左右に開かされる。

        リサは身をかがめて、ふたつの豊かな膨らみを凝視する。

        「……乳首、尖ってる」

        「――!!」

        咲彩は自分のそれを見て、しかし自分で見ているのがよけいに恥ずかしくなってギュッと目を瞑った。

        「私に見られて……興奮してるんですか？」

        閉ざされた視界の中でリサの声だけが鮮明に響く。

        咲彩はうっすらと目を開ける。

        「やっ、そんなことは……いや、そうなのかな……って、そうじゃなくて！　み、見ないで」

        「いまさらじゃないですか」

        おろおろとうろたえる咲彩とは対照的にリサは冷静だ。表面的には、そういうふうに見える。

        「もう見ちゃったし、咲彩さんの乳首が尖ってるのは紛れもない」

        手首を掴んでいたリサの両手が離れていく。

        「隠しても無駄なんです。だから、よく見せて」

        うっとりとした表情になったリサを見て、下腹部がズクッと疼いた。どうして、そこがそんなふうに疼くのだろう。

        無駄だと言われたからか、胸を隠す気にはならなかった。

        リサの両手が双乳を下から持ち上げる。

        「はぁ……本当、うらやましい」

        大きさと感触を確かめるように、リサは咲彩の乳房を揺さぶった。

        「ん、んっ……」

        顔が熱い。耳も熱い。吐き出す自分の息ですら、熱く感じる。くらくらしてくる。

        「咲彩さんは、自分で揉むことないんですか？」

        「なっ、ないよ」

        「こんなに大きくて柔らかいのに……もったいない」

        「もったいない、って……そんな……」

        「私だったら、毎日だって揉みまわします」

        咲彩はビクッと肩を揺らす。

        「毎日、触りたい」

        宣言するように言って、リサが顔を寄せてくる。

        掴まれているのは胸なのだから、顔は自由に動かせる。それなのに、顔の向きまで固定させられているようだった。

        「ん、っ……」

        音もなく唇が重なる。何度も何度も、感触を確かめるように啄まれた。

        リサは咲彩の唇にちゅ、ちゅっと軽いキスをしながら両手を動かして、膨らみの形をさまざまに変えていく。

        （なんだろ……ふわふわ、してきて……いい気持ち……）

        まどろみの中にいるようだった。現実味がない。なにもかも夢なのではないかと思えてくる。

        ところが、そうしてのんびりしていられたのはリサに舌を入れられる前まで。

        「――ふっ!?」

        肉厚な舌が唇を割って、我が物顔で入り込んでくる。

        舌を絡め取られるまではあっという間だった。

        「んふっ、ん――う、うぅっ……！」

        うめきながら手足を動かしても、リサは舌を抜かなかった。咲彩の舌の根元をくすぐり、そのあとは上顎と下顎をそれぞれベロリと舐めまわす。

        「うぅ、むぅっ」

        じつのところ、先ほどのキスだって初めてだったのだ。

        このような――舌を絡め合わせるキスの経験などあるはずもない。

        生温かい舌はひっきりなしに口内を動きまわる。

        初めは『妙』な感覚だった。凄まじい異物感だった。けれど、しだいにリサの舌の存在に慣れてきて、歯列や上顎を辿られると脇腹のあたりがゾクゾクと震える。

        突然、リサが舌を退けた。咲彩の胸を見下ろす。

        「さっきよりももっと、尖りましたね。ここ……」

        ツンツンッ、と素早く乳頭を突かれる。

        「ほぁっ!?」

        「なんですか？　その声……」

        「だ、だって……！」

        恥ずかしくて涙目になる。

        この状況を楽しんでいるのか、リサの口角が上がっていく。

        「擦ったら、どんな声が出ます？」

        胸の先、薄桃色の際きわをリサは指の腹ですりすりと擦る。

        「ぁ、あぁっ……」

        「ん――意外と普通」

        リサが「ふふっ」と声を漏らして笑う。

        「気持ちいい？」

        「んぅ、んぁぅ……っ」

        リサの指先に力がこもったのがわかった。強く押された乳輪が柔肉へと沈み込み、尖りの部分が揺らめく。

        「あぁ、だめぇっ……！」

        「気持ちいいくせに。咲彩さんの乳首、さっきよりもずっとカチカチ」

        硬く尖った乳頭の根元を親指で押し上げられる。

        「ひあぁあっ！」

        「ほら、やっぱり。興奮して硬くなって、私の指を弾く」

        「あぅ、う、あぁっ」

        胸の飾りを二つとも、親指でツンッ、ツンッと弾かれる。硬く尖らせているのを責めるように、リサは執拗に咲彩の乳頭を指でいたぶった。

        「も、やめ……あぅ、んっ、んうぅっ……！」

        「やめていいんですか？」

        リサは咲彩の胸からパッと両手を離して顔の横に掲げた。

        急に刺激がなくなった咲彩は呆然となる。

        口が勝手に言葉を紡ぎ出しそうになったので、咲彩はあわててそこを押さえた。

        （私――……！）

        もうあとほんの少しでも口を押さえるのが遅かったら、「やめないで」と言ってしまうところだった。

        しかしリサには、言わずともそれが知れていた。

        「やめてほしくないんでしょ？」

        「……っ」

        否定できない。でもそれは、肯定しているようなもの。

        「ちゃんと――咲彩さんが『満足』するまで弄ってあげる」

        幼な子に諭すような調子で言って、リサの両手が胸に向かって伸びてくる。

        咲彩は抗えない。

        胸の先をつままれても、なにひとつ抵抗できなかった。

        「ふぁ、あぁ、んっ……。ぁ、んぅっ……！」

        薄桃色の先端を絞り込まれる。指の腹で擦り合わされている。

        硬くなったそこをそんなふうに扱かれると、喘ぎ声が止まらなくなる。気持ちがいい。

        「気持ちいい、ってこと以外……考えられなくなってきました？」

        またも楽しげにリサは笑う。

        認めてしまえばよいものを、咲彩は緩く首を横に振った。

        「じゃあ、他になにを考えてるんですか？」

        「……こんなことしちゃ……んぅっ……だめ、なのに」

        口にすることで改めて、背徳感が湧き起こった。

        （そうよ……こんなことしちゃ、だめ）

        いくら気持ちがいいからといって、流されていてはいけない。頑なに抵抗するべきだ。

        「まだそんなつまらないこと考えてたんですか？」

        呆れたようすで言ってリサは頭を低くする。

        「……っ!?　リサちゃん、なにを――」

        両胸を脇から寄せられる。薄桃色の尖りが中央に並び立つ。

        「他のこと、なにも考えられないようにするんです。快感に溺れて……咲彩さん」

        赤い舌が出てきて、真ん中に並び立っていた乳頭をベロリと一舐めする。

        「ふぁあぁっ！」

        咲彩は全身をビクンッと大きく跳ねさせた。

        乳首を舐められるというだけでも衝撃的なのに、二つとも一緒くたにそうされて、ひどく混乱する。

        リサは動揺する咲彩を尻目に舌先で二つの乳頭を交互に舐めしゃぶった。ちぅ、ちゅうっと水音が立つ。

        （あぁ、なにこれ、なにこれ……！）

        卑猥だ。けれど、気持ちがいい。

        リサは金の髪が乱れるのも構わず懸命に咲彩の乳頭を舌で弄まさぐる。舐めたり吸ったりをしつこく繰り返す。

        「やぅっ、あぁうっ……！　リサちゃ……あぁ、あぁああっ！」

        じゅっ、とひときわ大きな水音が響いた。

        リサは口をすぼめて咲彩の乳頭を吸い上げる。そのあとすぐ、二つの先端を舌先で素早くなぶられた。

        咲彩はたまらず、自分の顔を両手で覆う。

        リサの舌が胸に這うところを見ていたら、それだけで興奮させられてしまうからだ。

        （このままじゃ、リサちゃんの言う通りになっちゃう！）

        快感に溺れて、倫理観が潰えてしまう。いや、もう手遅れなのかもしれない。

        「気持ちいい。もっと」と、そんな言葉がいまにも口から零れ出そうだ。

        「リサ、ちゃぁん……っ」

        もうやめてほしい。そういう意味を込めて名前を呼んだのに、

        「ん……？　あぁ……胸だけじゃ物足りなくなりました？」

        「えっ!?　ち、ちがっ……」

        リサの右手がスカートの中に潜り込む。どうして今日、スカートを履いてきてしまったのだろう。

        「ふふっ……湿ってる」

        「……!!」

        一瞬、息が止まりそうになった。

        リサの指先が、ショーツのクロッチ部分に触れている。

        そして、生地が湿り気を帯びていることを指摘されてしまった。

        「気持ちよくて、濡らしちゃったんですね」

        勝ち誇ったようにリサは言い、濡れ染みの上でくるくると円を描いた。

        「あぅ……あぁうっ」

        「ちょっと擦るだけでも、イッちゃったりして……」

        細い指先が割れ目に沿って緩慢に動き出す。

        「ひゃっ、あっ、あぁあっ……！」

        敏感な豆粒と、それから濡れ染みになっている部分を押された咲彩は大きな胸をふるり、ふるりと弾ませながら悶えた。

        「咲彩さんの胸、揺れてる。ちょっと体が弾むだけでも、そんなふうに揺れるんだ……」

        「ひゃんっ！」

        右の乳房を鷲掴みにされた。

        「いいなぁ、咲彩さん」

        碧い瞳が細くなり、乳房を掴んでいた手が上下左右に動き出した。ぐにゃぐにゃと揉みまわされる。

        指のあいだに挟まれた薄桃色の先端は、硬いままあらゆる方向に躍らされている。

        陰唇を擦る指が速さを伴ってきた。ショーツ生地越しとはいえ爪先で裂け目を擦られればもう、高みへ昇っていくのを止められない。

        「あぁあ、だめっ、やぁっ……だめ、だめ、私っ――あぁぁあ、あぁああっ……!!」

        背を仰け反らせ、咲彩はビクン、ビクンッと全身を躍動させた。

        目の前が白んだものの、きらりと光ったなにかに意識を引き戻される。

        眩く光ったのは、リサの右耳についている銀色のピアスだった。

        両頬を手のひらで覆われる。

        「……溺れた？　咲彩さん」

        咲彩は、なにも答えられなかった。

        


        　

        　

    

    
        第四章　水無月祭

        　

        葉菜女学園大学では毎年六月に『水無月祭』が行われる。

        その主旨は『水に感謝すること』だ。

        生活に欠かせない水がいかに大切かを、一般客や学園の初等部、中等部の生徒たちに向かって、葉菜女学園の学生たちが主体となって訴えかける行事である。

        模型作りや寸劇に加えて模擬店も出すので、この時期、葉菜女学園の学生たちは忙しくなる。

        そうして咲彩も、漏れなく大忙しとなった。

        咲彩は「水無月祭の準備があるから」と理由をつけて、神宮司邸への訪問を見送っていた。

        ――あれから、リサとは一度も顔を合わせていない。

        （水無月祭の準備で忙しくなったのは……ちょうどよかったかも）

        咲彩は実習室の一角で模擬店の看板にペンキを塗りながらリサの顔を思い浮かべる。

        これまで、頭の中に描くリサの顔はいつも無表情だった。

        でもいまは、リサが楽しそうに口の端を上げている顔がいちばんに思い出される。

        それが、年相応にはしゃいで楽しんでいる笑顔ならば、思い出したところで頬が熱くなることはなかっただろう。

        （……リサちゃんの家に行ったら、きっとまた――）

        あのような事態に陥ることだろう。

        咲彩は水色のペンキを刷毛で掬い取りながら、ぶんぶんと首を横に振る。

        （流されたら、だめだ）

        あってはいけないことだったのだ。

        私のほうが年上なのだからしっかりしなければ、と肝に銘じて、咲彩は刷毛を動かした。

        　

        水無月祭当日は例年、雨が降っているものなのだという。

        梅雨の催しだから、降水確率は高い。

        この日も、朝からずっと雨が降りしきっていたが、催しのすべては広大な体育館で行われるので、天候には左右されない。

        模擬店担当の咲彩は来訪客にフライドポテトを売る。ポテトはその場で揚げているのではなく、プラネテリアの厨房で調理師が揚げたものを保温器に入れ、それを低価格で――利益を出すのではなく来訪者の小腹を満たすことが目的で――販売している。

        「いらっしゃいませー」

        フライドポテトの売れ行きは好調だった。寸劇を見ながら食べるのにちょうどよい。

        （そろそろ新しいポテトの発注をかけたほうがいいかな？）

        保温器にストックしているフライドポテトの数が少なくなってきた。

        プラネテリアの厨房に電話を掛けて追加発注をしようと、エプロンのポケットに入れていたスマートフォンに手を伸ばしたときだった。

        体育館の入り口に、見慣れた金髪の女の子の見つけ、心臓がドックンと大仰に跳ね上がる。

        （リサちゃん……！）

        長身に加えてあの容姿だ。ただ歩いているだけでもリサはとても目立つ。葉菜女学園の制服――紺色のブレザーを着てチェック柄のスカートを履いた学生はほかにもたくさんいるけれど、リサは殊更、注目を浴びている。

        まわりにいる一般客は男女問わずリサを見ては口元に弧を描いてヒソヒソ話をする。悪口を言っているのではないとはわかったが、それでもどうしてか不愉快になった。

        リサは一人ではなかった。いつか見た女の子――リサとキスをしていた――柚と一緒だ。

        そのことに気がついて、咲彩はますます腹の底がズンッと重くなった。

        リサと視線が合う。ふたたび胸がドクンと鳴る。

        リサは隣にいた柚に何事か話しかけたあと、こちらへ向かって一直線に歩いてくる。

        二人はフライドポテトの模擬店の前に立った。咲彩は「いらっしゃいませ」と言うのを忘れた。

        「あなたが……『咲彩さん』？」

        ツインテールを揺らしながら柚が首を傾げる。その表情はなんともいえない。

        「私、新橋柚しんばしゆずっていいます。いま、リサとラブラブデート中でーす！」

        そう言うなり柚はリサの腕に自分の腕を巻きつける。

        「ポテト二つ、くださぁーい」

        間延びした猫撫で声で柚が言った。

        咲彩は「二つで四百円です」と言いながら保温器からフライドポテトを取り出す。

        リサが財布を出そうとしていると、柚が先に四百円を差し出してきた。代金と引き換えにフライドポテトを渡す。

        「行こ、リサ」

        「……うん」

        咲彩は「ありがとうございました」と言うことも、忘れた。唇を引き結んで二人のうしろ姿を見送る。

        その後、咲彩はフライドポテトの追加注文を失念したことで、模擬店担当の先輩から大目玉を食らうことになる。

        　

        水無月祭が終わると、リサの家に行かない理由がなくなった。

        どのみち、休んでいたぶんの授業は別の日に振り替えなければならない。

        咲彩はひとまず休日――お手伝いの柏井さんが家にいる時間帯に神宮司邸を訪ねることにした。

        「先生、ご無沙汰しております」

        「こちらこそ、ご無沙汰しております。お変わりないですか？」

        「ええ、相変わらず元気です！」

        「それはよかったです」

        咲彩は微笑んだまま神宮司邸に上がり込んだ。柏井さんに「先生」と呼ばれるのはどうもくすぐったい。

        柏井さんはリサの部屋の扉を叩き、咲彩の来訪を告げる。

        「それじゃあ、よろしくお願いしますね」

        そうして柏井さんは笑顔で階段を下りていく。

        柏井さんの姿が見えなくなるなり、とたんに緊張感が増した。

        明るい調子で「お邪魔します」と言いながら扉を開けて部屋の中へ入る。

        リサはいつもどおり学習机の前に座っていた。その表情は浮かない。

        咲彩はドクドクと不穏に高鳴る心臓を無視して椅子に腰掛けた。

        「このあいだは、模擬店に来てくれてありがとう」

        「……いえ」

        リサは表情を変えず、そっけなくそう言った。出会ったばかりの頃に戻ってしまったようだった。

        咲彩はますます心拍数を上げる。

        （なにもなかったことにすれば、いい）

        だから、これでいいのだ。

        あの日の過ちを、なかったことにする。

        それから、リサと柚が唇同士を合わせていたことや、二人が連れ立って水無月祭にやって来たことも――忘れる。

        そうすれば、いつもどおりだ。

        そう、思っていたはずなのに。

        「柚ちゃんと付き合うことにしたの？」

        気がつけば口が勝手に言葉を紡いでいた。

        どうしてそんな――蒸し返すようなことを訊いてしまったのだろう。

        それまで無表情だったリサだが、咲彩に質問を投げかけられるなり眉根を寄せた。そうしてボソリと「私のこと避けてたくせに」と呟く。

        咲彩はリサから目が離せない。

        リサが体ごとこちらを向く。

        「――だったらなんだっていうんですか」

        憤りを含んだ声音だった。

        「私がだれと付き合おうと、咲彩さんには関係ないでしょ？」

        リサの表情がますます翳る。

        「咲彩さんは私の気持ちに応えてくれないじゃない」

        いまにも泣き出しそうな顔と声でそんなことを言われれば、心臓が壊れそうなくらい激しくドクドクと鳴り響いた。

        （リサちゃんの、気持ち――って……？）

        きっと、このときすぐに確かめるべきだった。

        咲彩は機を逸する。

        「――もういいです。この話は終わり」

        互いに瞬きをすると、リサはいつもの無表情に戻っていた。シャープペンシルを手に取り、自主的に問題を解き始める。

        咲彩はそのようすを、ただ見ていることしかできなかった。

        　

        どんよりとした暗雲の下を歩き、咲彩は愛未とともにプラネテリアへ行った。

        昼食の時間は過ぎている。プラネテリアではコーヒーやケーキも販売しているので、お昼を過ぎても混み合っていることが多い。

        窓際の隅の席に、愛未と向かい合って座る。

        「それで、相談って？」

        「うん……」

        言うのは少しためらわれたが、「相談したいことがある」と言って愛未をプラネテリアに誘った以上、話さないわけにはいかない。

        「リサちゃんの家庭教師を、辞めたいなぁと思ってて……」

        小さな声で話を切り出すと、愛未は「えっ？」と頓狂な声を上げて首を傾げた。

        「どうして？」

        「だって……私が教えなくてもリサちゃんは自分でちゃんと勉強ができるし」

        「はいはい、建前はいいから」

        咲彩はあからさまにギクリとして顔を強張らせる。

        （なんでわかるんだろ？）

        愛未は妙に敏いところがある。これは、正直に話すしかない。

        「リサちゃん、このあいだ……その、キスしてた……柚って子と付き合ってるみたいで」

        「なぁに？　同性と付き合うような子とは関わりたくない？」

        どうやら愛未は同性で恋愛することに偏見はないらしい。

        「うーん……そういうことじゃなくて――」

        「じゃあどうして？　リサちゃんがだれと付き合おうと、咲彩には関係ないじゃない」

        咲彩は唇を引き結ぶ。

        （リサちゃんにも似たようなことを言われたっけ……）

        コーヒーカップから立ち込める湯気を漠然と眺める。揺らめく白い湯気を見ていると、不思議と気分が落ち着いた。

        「それでもリサちゃんが気になるのは、咲彩の中に特別な感情があるからじゃないの？」

        きっと、わかっていた。

        わかっていて、自分では結論を出せなかった。

        咲彩は両手で顔を覆い、テーブルの上に肘をつく。

        （私……そうなの？）

        わからない。

        いや、わかっていて、戸惑っている。

        咲彩は「うう」と唸り、顔を両手で覆ったままテーブルの上に突っ伏した。

        　

        その日の夕方、咲彩はなにもやる気が起きずベッドの上にいた。

        眠ってしまおうかと目を瞑っても、頭の中に思い浮かぶのは彼女の顔ばかり。

        リサの泣き出しそうな顔は、一週間が経ったいまでも鮮明に思い出せる。

        （リサちゃんの気持ちに、私が……応えていない？）

        彼女の『気持ち』をすぐに確かめておくべきだったと後悔する。

        （でも――確かめて、どうするの？）

        過ちを犯してはいけないと肝に銘じた。

        それを貫き通すとすれば、いまのままでよいのだ。

        咲彩はギュッと固く目を瞑る。それでもやはり、リサのことを考えてしまう。

        そしてどうしてか、下半身のある一点が疼く。

        咲彩は深呼吸をした。そうすることで自分自身を落ち着かせようとした。

        しかしうまくいかない。

        落ち着こうと思えば思うほど、下半身の熱溜まりが存在感を増していく。

        右手が所在なげに動いて、熱く疼いている箇所へ向かう。自分の意思でそうしているはずなのに、まるで他人の手のように感じた。

        ――いや、他人ではない。

        頭の中ではずっと、リサのことを考えている。

        右手はボトムスの中へ入り込み、薄手のショーツのクロッチ部分をゆるゆると辿る。

        「んっ……んん」

        指先が芽の部分に触れると、ショーツ生地越しでも快感が迸った。

        咲彩は「すう、はあ」と大きく息をして左手をカットソーの中へと潜もぐらせる。下着はつけていなかったので、手のひらはすぐに乳房を捉えた。

        リサに「大きい」と言われた胸を、自分の手でぐにゃぐにゃと揉みまわす。

        「は……んっ、んぅ……」

        この胸を自分の手のひらで包んで、気持ちがいいと感じたことなんていままでなかった。

        それなのにどうして、こんなにも快く感じるのだろう。

        リサの手の感触を思い出していた。

        自分のものとは、同じようで違う。

        華奢な細い指はもっと繊細に乳房を掴んでいたような気がする。

        たまらなくなって膨らみの先端をつまむ。指を添えるだけになっていた、ショーツの向こう側がヒクリと震えた。

        「あぅっ、ふ……ッ！」

        膨らみの薄桃色は硬く尖りきっていた。

        いったいなにに興奮してそうなったのか、わかっていても肯定できない。

        「は、はぁっ……！」

        妄想は自由だ。自己完結さえしていれば咎められない。

        咲彩は両手を動かし、『彼女』の姿を思い浮かべて自身を慰める。

        快感を求めるあまり、理性の箍たがが外れてしまった。

        「ああぁ、あっ――……!!」

        ビクン、ビクンと下半身が脈動する。

        そうして冷静になる。

        （私――……）

        もうごまかしようがない。

        自分がなにを求めていて、相手になにを求めているのか。

        咲彩はそれを、妄想の中に留めておくことができない。

        ベッドから飛び起きて、ボトムスのポケットに財布とスマートフォンを入れて自宅の玄関から外へ出る。

        あたりは薄暗かった。黒い空からはいまにも雨粒が落ちてきそうだったけれど、傘を持って行こうと考える余裕はなかった。

        神宮司邸を目指してひた走る。胸が揺れて苦しい。でも、一秒でも早く伝えたい。

        着く直前、黒い空から雨粒が落ちてきた。

        すぐに本降りになって、咲彩の全身をしとどに濡らす。

        それでも咲彩は引き返さない。

        後戻りはしたくない。

        このくらいの雨で、まごついてなんていられない。

        濡れた指先でインターホンのボタンを押す。

        めったに走らないからか、あるいは緊張からか、どれだけ時間が経っても息が整わない。

        雨は幾分か小降りになったものの、いまだに降り続いている。

        （柏井さんは、もう帰ってる時間だよね――）

        二階の、リサの部屋の明かりはついている。

        もう一度インターホンのボタンを押す。その指先が、震えた。

        リサは二階からこちらのようすを見ていて、でも私とは顔を合わせたくなくて応えないのかもしれない、とも思った。

        （もしそうだとしても、まだ――諦めない）

        自覚したばかりだが、この想いを伝えたい。

        それは、一方的なワガママだとわかっている。それでも、いてもたってもいられなかった。

        リサに、会いたい。

        再度インターホンを鳴らそうと手を伸ばす。すると、ガチャッと大きな音を立てながら玄関扉が開いた。

        「咲彩さん……!?」

        リサが飛び出してくる。雨に濡れるのも構わず早足で歩み寄ってきて、銀色のシャッターを両手で掴んだ。そうして柵越しに見る彼女は、まるで囚われているようだった。

        （……ううん。囚われたのは私のほう）

        咲彩はリサの前に立つ。シャッターを掴むリサの両手に、自分の手をそっと重ねる。

        「リサちゃんのことが好き」

        発した声が震えを伴う。

        「もう、いまさら――遅いのかもしれないけど……私の想いに、応えてほしい」

        ――私、最低だ。

        突き放すようなことをしておいて、ぬけぬけと告白している。それどころか、自分の想いに応えてなどと勝手を言っている。

        そういう自覚はあっても、リサのことが欲しくてたまらかなかった。

        咲彩は唇を引き結んでリサを見つめる。リサはいまにも泣きそうな顔をしていた。いや、頬が雨に濡れているのでよくわからない。

        ――それは、私も同じ。

        突如、思い出したようにリサはシャッターの開閉ボタンを押した。

        そうして、二人のあいだにあった隔たりが消えていく。

        シャッターが最上部まで上がりきる。リサが口を開く。

        「柚とは、付き合ってない。あのときのキスも無理やりだったし、水無月祭も、そう」

        胸に手を当てて、必死の形相になってリサは言う。

        「私は初めから咲彩さんしか求めてない……！」

        考えるよりも先に体が動く。リサの細い腰に腕をまわして抱きつく。温かい。

        「……咲彩さん、冷たい」

        頭上から言葉が降ってくる。

        こうして立ったまま抱き合うと、ずいぶんと身長差があるのだなと実感する。

        「それに……もしかして、ブラジャーつけてない？」

        「え、っ……？」

        そういえば、家着のまま自宅を出てきてしまった。

        いつの間にかリサの両手が胸に添えられていた。両方の膨らみを下から持ち上げられる。

        「やっぱり、つけてない。下着なしでもこんなに膨らみが目立つなんて……うらやましい」

        リサは咲彩の乳房をカットソーの生地ごと鷲掴みにして揉み込む。

        「リ、リサちゃん……！」

        薄暗いとはいえ、ここは屋外だ。

        咎めるような調子で呼びかけても、リサは手を止めなかった。生地越しにぐにゃぐにゃと揉み、膨らみの中央を故意に際立たせる。

        「ひゃ、ぁ――……っ、くしゅん！」

        咲彩が大きなくしゃみをすると、リサはようやく胸を放した。

        「咲彩さん、お風呂で温まろう？」

        「ん、うん……」

        雨に降られたせいですっかり体が冷えてしまった。

        「お風呂の準備はもうできてる。柏井さんは、いつもそれをしてから帰る」

        「そうなんだ」

        このとき、咲彩は風呂には自分一人が入るものと思っていた。

        しかし、そうではなかった。

        家の中に入り、咲彩をバスルームへと案内したあともリサはその場に留まった。

        「あ、あの……？」

        風呂を貸してもらう手前、「出て行って」とは言いづらい。

        するとどういうわけか、リサのほうが服を脱ぎ始めた。

        目を丸くして立ち尽くしていると、リサは目を細めて微笑した。

        「濡れた服は早く脱がないと、風邪をひきますよ？」

        ごもっともだ。そういうリサも、咲彩ほどではないが濡れていた。

        「そ、そうだね」

        咲彩はくるりと一回転してリサに背を向け、濡れた服を脱ぐ。

        （なんだか、緊張してきた）

        インターホンを押す前も緊張していたが、いまはまたべつの緊張感に見舞われている。

        （まさか、一緒に入ろう、なんてことには――）

        ガラガラッという音は、浴室へ続く引き戸が開く音。

        咲彩は肩を弾ませて、おそるおそるうしろを振り返る。

        リサはすべてを晒した状態で中へと入っていく。

        （やっぱり……！）

        ドクン、ドクンと胸が鳴り、自然と両手に力がこもって握りこぶしができる。

        「咲彩さん、早く」

        リサの美声がこだまする。とっさに「はいっ」と返事をしたものの、服を脱ぐ手がどうにもおぼつかない。

        （リサちゃんと、一緒にお風呂に入る――）

        女同士なのだ。おかしなことではない。

        ひどく狼狽する自分自身に向かって必死にそう言い聞かせ、なんとかして服をすべて脱ぎ終わった咲彩は脱衣所内をぐるりと見まわした。体を隠すべくタオルを探したが、見当たらない。収納棚の中にしまい込んであるのかもしれない。

        勝手のわからぬ家の収納棚を漁るわけにもいかず、仕方なく両手で前を隠して浴室へ向かう。

        そこは思っていたよりも格段に広かった。

        床のタイルは足触りがよく、それでいて滑らない。四つある壁面のうち、一つはすべてが鏡になっていた。そこに、こぢんまりとした自分が映り込んでいる。咲彩はとたんに恥ずかしくなった。

        「咲彩さん」

        大人が五人は入ることができそうな長方形のバスタブの端にリサはいた。

        「眼鏡……掛けっぱなし」

        「えっ!?」

        咲彩は胸元を隠すのも忘れて両手で眼鏡の端を押さえる。

        「そのままでもイイけど……湯気で曇らない？」

        「……おっしゃるとおりです」

        引きつり笑いを浮かべて眼鏡を外し、近くにあった棚の上に置いた。そのあいだずっと、リサの視線が胸元に注がれていたことに咲彩は気がつかない。

        「……早く温まろう」

        静かな声音でリサが語りかけてくる。

        咲彩は無言で頷き、洗面器でバスタブの湯を掬う。そうしてかかり湯をしたあと、にわかに揺らめく湯面に足先を浸けた。熱すぎず冷たすぎず、ほどよい湯温だった。

        咲彩は湯を撥ねながら首の下まで一気に浸かった。思いきり俯いて、リサのほうを見ないようにする。

        ところが、リサはそうではなかった。

        先ほどから、痛いくらいに視線を感じる。見られている。

        リサはなにを言うわけでもないが、「こっちを見て」と視線で訴えかけてくる。そんな気がした。

        咲彩は何度も瞬きをする。深呼吸の後に意を決し、顔を上げた。

        立ち込める湯気の向こうにリサがいる。もともと艶のある金の髪が、湯気に濡れていっそう煌いている。髪先は湯面に広がり、海藻のように漂っていた。碧い瞳は凪いだように穏やかで、この状況を心の底から愉しんでいるように見えた。

        胸の上まで湯に浸かったせいか、あるいは緊張からか、先ほどにも増して心臓がドクドクとうるさく脈を刻む。

        心なしか、リサとの距離が縮んだ。

        どんどん、近くなる。

        鼻先が触れそうな位置にリサの顔がある。彼女の吐息が肌を掠める。熱い。

        「ふ――……っ」

        互いに目を開けたまま唇を合わせた。すぐに離れる。

        「目……閉じないの？」

        「……リサちゃんこそ」

        「だって、見ていたいから。咲彩さんがどんな顔をしてるのか」

        ――それは、私も同じ。

        碧い瞳を見つめながら、ふたたび唇同士を合わせる。そうして互いの柔らかさを堪能する。

        （どうしよう……キスしてるだけなのに）

        気持ちがよくて、下半身のあらぬ箇所がズンッと疼いた。

        吐く息が熱を帯びてくる。心身ともに興奮している。

        咲彩はピクッと両腕を揺らした。リサの手が脇腹を撫でたせいだ。

        （くすぐったい）

        けれど文句は言えない。唇だけでなく舌までも絡め合わせているので、言葉を発せる状態ではない。

        リサは咲彩の口腔を貪りながら双乳を掴んで揺らした。胸が湯面に波紋して、なまめかしく揺れる。

        「んふっ……、んんぅ」

        リサの手は舌遣いとあいまって激しくなっていく。

        「ゃっ、はげし……リサちゃ……っ」

        咲彩が苦しげにそう言ったからか、リサは目を細めて唇を離した。

        「だって、あんまり大きいから……揉みがいがあるんだもん」

        リサは唇を尖らせ、拗ねたような顔をしている。その表情があまりにもかわいらしくて、咲彩は二の句が継げなくなる。

        赤くなっているであろう自分の顔を隠すために下を見れば、必然的にリサの裸体が目に入った。

        咲彩は顔を背け、裸体それを視界に入れないようにする。

        （見ちゃ、いけないって……思ってたけど）

        なぜ、見てはいけないのだろう。だれにもそんなことは言われていない。

        高鳴る心臓を必死になだめながら、咲彩は瞳だけを動かしてリサのほうを見る。

        胸元は湯に浸かっていて、ぼんやりとしかわからない。

        もっとよく見たい。触って確かめたいという衝動に駆られる。

        咲彩はおずおずと尋ねる。

        「私も、その……リサちゃんに触っていい……？」

        「ダメ」

        どこに触れるか名言しなかったのにきっぱりと否定されて面食らう。

        「どうして？」

        「どうしても」

        リサは咲彩の首すじに顔を預けてしなだれかかる。

        「咲彩さんは私に触られていればいいの」

        「そ、そんな……」

        「私に――触られるだけじゃ、不満？」

        咲彩は唇を引き結んだあとぶんぶんと首を横に振る。

        「じゃあ、いいじゃない。いっぱい、気持ちよくしてあげる――」

        薄桃色の尖りをツンッと指で押し上げられる。湯の中でそうされると、リサの指先がとんでもなく熱いように思えた。

        「はぅ、んぅ……っ」

        喘いで身をよじる咲彩をまじまじと見つめ、リサは両手の指先を小刻みに動かして二つの尖りを弄ぶ。

        「ゃっ、あぁんっ……！」

        咲彩は快感に悶えながら考えを巡らせる。

        リサはなぜ触れられたくないのだろう。

        私に触れられるのが嫌なのか、そもそも他人に体を弄られるのが嫌なのか。

        考えても埒が明かない。『触れられたくない』理由をリサの口から教えてもらわないことには解決しない。

        「リサちゃんっ……あ、あの――」

        もう一度、その理由を尋ねようとした。けれど、リサが吐息交じりに「んん？」と唸って指先に力を込めるものだから、快感が増しておしゃべりどころではなくなる。

        「やぁっ！　そんな、ギュッてしちゃ――あ、あぁ……っ！」

        「こんなふうにギュッてしたら、咲彩さんはどうなっちゃうの？」

        「も……気持ち、よくて……ふっ、うぅっ……」

        なにを訊こうとしていたのか忘れそうになる。

        頬にちゅうっと吸いつかれれば、よけいに他のことが考えられなくなった。

        あぁ、やっぱり好き。

        触れられるたびに想いが溢れてくる。

        むしろ、いままでこの想いに蓋をしていたのが信じられない。到底、抑えきれるものではない。

        「もっと、触ってほしい？」

        甘く優しい声で、囁くように意思を問われる。

        咲彩はコクコクと頷いた。

        好きだから、触れられたい。

        （でも、リサちゃんは――）

        自分とは違うのだろうか。

        胸蕾を弄っていたリサの片手が、湯をかきわけるように脇腹を伝って脚の付け根へと下りる。

        「んぁっ……！　あ、あぁ……」

        指先が陰毛に絡みつく。恥ずかしい。けれどそれ以上の快感に見舞われて、頭の中がぼうっとしてくる。

        リサの指先は秘めた裂け目に触れそうで触れない。

        「あふっ、んんぅ……は、あぅ」

        咲彩は口を半開きにして嬌声を上げた。じれったさと快さがないまぜになって官能をまくし立てる。

        腰が左右に揺れ始める。自らの意思でそうしているのか、リサにそう仕向けられているのか、わからなくなった。

        （ソコじゃ、ないのに）

        咲彩は目を細める。リサの指は先ほどから割れ目の端ばかり撫でる。そこに触れられるのももちろん気持ちがよいのだが、本当にほしいところにはやってこない。

        焦らされているのだという自覚のない咲彩はひたすら唇を噛む。

        「咲彩さん、辛そうな顔して……どうしたの？」

        余裕たっぷりにリサが言った。

        「ん、んぅ……だって……」

        「だって、なぁに？」

        咲彩は涙目になる。

        「リサちゃん、さっきからソコばっかり……！」

        はっきりと言葉にするのはためらわれたが、もう限界だ。

        「割れ目の中にも、触って」

        言い終わるなり壮絶な羞恥に襲われた。

        「……おねだりされちゃった」

        舌なめずりをしながらリサは嗤う。

        「いいよ、咲彩さん。割れ目の中のちっちゃな豆粒に、触ってあげる。それから、この尖った乳首も……舐めてあげる」

        「ふ、ぇっ!?」

        乳房の片方を鷲掴みにされ、持ち上げられる。

        「咲彩さんの胸は大きいから、私が身をかがめなくても舐められる」

        赤い舌先が胸のいただきに触れるのを、咲彩はただ見守るだけになる。

        「ひあ、ぁあっ……！」

        指でされるのとは異なる快感が体じゅうを駆け巡る。舌の感触が、乳頭を通して伝わってくる。少しざらついていて、生温かい。

        リサは咲彩の乳首を舐めながら、右手の中指を陰唇の中へと突っ込んだ。中央に鎮座する珠玉を指先でツンツンと突っつく。

        「あっ、ぁっ、ふあぁっ」

        そこを押されるたびに大きな喘ぎ声が出る。全身が快感に包まれる。

        「咲彩さん……もう片方の乳首、自分で弄って」

        「ふぅっ？」

        湿った胸先にリサの吐息が吹きかかった。

        いま、思考は正常に働いていない。快感で理性が麻痺している。

        咲彩は息を荒げて気だるげに左手を動かし、自身の胸の先を指でつまんだ。右へ左へと忙しなく捻りまわす。

        「オナニーしてるみたいだね、咲彩さん」

        「うぅっ……」

        もう、どう言われてもいい。気持ちがよくて、やめられない。

        リサは口元に微笑みを浮かべたまま、ふたたび咲彩の胸飾りを食んだ。ちゅうっと音が立つほど吸い上げて、先端を舐め転がす。

        「はふっ、んぅっ……はぁ、あぁあ……ッ！」

        『なにか』が凄まじい勢いで駆け上がってくる。咲彩はその『なにか』に抗えない。

        「だめ、だめっ、私――あぁあ……あぁああっぁあっ……!!」

        一瞬、視界が白く霞んだ。なにも見えなくなった。

        全身の血が一斉に滾っているようだった。ドクドクと脈づき、手足の先まで快感を運ぶ。

        全力疾走したあとのように息が整わないものの、不快感は微塵もない。

        両頬を覆うのは、濡れた手のひら。

        リサと見つめ合う。

        「咲彩さん……」

        朦朧とした頭では、名を呼ばれたのかそうでないのか判別がつかなかった。

        咲彩は目を閉じる。

        するとすぐに、唇に柔らかいものが重なった。

        


        　

        　

    

    
        第五章　おそろい

        　

        葉菜女学園の校門で咲彩はその人を待ち伏せする。連絡先は知らないし、リサにそれを訊くのもどうかと思ったので、そうした。

        眼鏡の縁を押し上げて目を凝らし、帰りゆく学生たちの顔を一人一人、確認する。

        新橋柚とはまだ二回しか――一方的に目撃したのを除けば一回しか――会ったことがないが、彼女の顔はよく覚えている。

        （あっ――……いた！）

        柚は一人で帰っているようだった。咲彩には好都合だ。

        「柚さん、少しいいかな」

        咲彩が声を掛けると、柚は目を大きく見開いたあと怪訝な顔になった。

        「……なんですか？」

        「ここだと邪魔になるから、あっちへ行こう」

        咲彩は柚を木陰に連れていく。すると柚はますます、顔に不機嫌さをにじませた。

        「私ね、リサちゃんと付き合うことになったの」

        なんの誤解も生まぬよう、言葉を濁さず単刀直入に言った。

        柚の眉間の皺が深くなる。

        「それで？　もうリサには手を出さないで、って……牽制に来たんですか？」

        咲彩は少し考えたあと、

        「そうだね。そういうことになる」

        正直にそう言うと、柚は渋い顔になった。

        「……そんなの、もうリサから聞きました」

        そうして「ふんっ」と顔を背け、咲彩にドンッとわざとらしく体当たりをして去っていく。

        よろけて地面に倒れ込みそうになったが、両肩をうしろから支えられたことでそうはならなかった。

        「リサちゃん……！」

        見上げれば、リサは眉尻を下げて嘆息する。

        「もう……びっくりした。咲彩さん、あのまま転んだらきっと大怪我してる」

        「そんな、大げさな」

        「わからないよ。……なんともない？　柚に……なにか言われた？」

        咲彩はその場で一回転してリサと向かい合う。それから、首を傾げて曖昧に笑った。

        「なにか言ったのは私のほうだから。私は、平気」

        「なにを言ったの？」

        咲彩は口を開いたものの、すぐには言葉を発しなかった。

        「リサちゃんは私のものだから、手出ししないで――って」

        リサの顔が、下から上へと赤みを帯びていく。

        「な、なにそれ……」

        「だめだった？」

        「だめなわけ、ないけど……少し、恥ずかしい」

        咲彩は笑って「ごめんね」と謝る。

        「一緒に帰ろう、リサちゃん」

        二人は駅へ向かって歩き出す。

        今日は梅雨の晴れ間だ。雲の合間から顔を出した夕陽が、駅へ向かう人々を優しく照らす。

        ふとリサの顔を見上げる。銀色のピアスが茜色を反射して、キラリと輝いた。

        　

        「咲彩さん――本当にいいの？」

        「う、うん」

        「じゃあ……いくよ」

        リサが片手を動かす。

        貫かれた咲彩は「あぁっ」と悲鳴を上げた。鋭い痛みが走る。

        「ふっ――は、あぁ……。思ったより、痛くない」

        「本当……？　よかった」

        金曜日の夜。

        咲彩はリサの部屋にいた。今日は授業をするためではなく、ただ単に遊びにきている。

        いましがた耳に空けてつけた銀色のピアスに、そっと触れる。

        「へへ……これで、リサちゃんとおそろい」

        ふにゃりと笑う咲彩を見て、リサは艶やかな唇を一文字に引き結んだ。

        リサは学校から帰宅したばかりなので、いまだに制服だ。部屋で会うときリサはたいてい私服だから、白いブラウスに赤いリボンをつけている制服姿は――これまでだって何度か目にしているけれど――新鮮だ。かわいらしい。

        「咲彩さんって、天然だよね」

        「えっ、なにが？　髪の毛？」

        セミロングの茶髪を両手で押さえる。髪に癖はないほうだと思っていたが、違うのだろうか。

        「天然たらしってこと」

        「えぇっ!?」

        髪の毛に添えていた手をそのままにして頭を抱え、咲彩は戸惑う。

        「そんなの、初めて言われた」

        「絶対にそう。だって私……咲彩さんに誘惑されっぱなし」

        咲彩がバンザイの恰好になっているのをいいことに、リサは無防備な二つの膨らみをギュッと鷲掴みにした。咲彩の紅いブラウスに皺が寄る。

        「んん……。相変わらず、いい揉み心地」

        「ゃ、あん……ふぁ」

        いったいいつから、こうしてリサに胸を揉まれることに羞恥心を覚えなくなってしまったのだろう。

        恥ずかしいという気持ちよりも、快感のほうが圧倒的に勝まさるのだ。

        「あぁでも……咲彩さんの体が目的なわけじゃ、ないから」

        真剣な表情でリサは言葉を紡ぐ。

        「好きだから、触りたくなるの」

        「……っ！」

        ずっと、気掛かりだったことがある。

        ――どうして私は、あなたに触れてはいけないの？

        咲彩は眉根を寄せて、「私だってそうだよ」と矢継ぎ早に言った。

        「リサちゃんのこと、大好きだから――私も、リサちゃんに触りたい」

        すると、リサの両手がピタリと動きを止めた。碧い目は大きく見開いている。

        トクトクと胸が鳴る。また拒絶されてしまうだろうか。

        「……だめ？」

        首を傾げてリサの顔を覗き込む。

        リサは形のよい唇を金魚のようにパクパクと動かした。

        「んもぅ……咲彩さんったら」

        年下の彼女はぷいっと顔を背け、碧い目を伏せる。

        「触ってもいい、けど……胸以外で」

        触れる許可が出たことに喜びつつ、なぜ胸以外なのかと疑問が湧き起こった。

        「胸には、触らせてもらえないの？」

        リサの両手をそっと掴み、指を絡ませる。教え子は相変わらずそっぽを向いたままだ。

        「だって……小さくて、恥ずかしい」

        咲彩は何度か瞬きをして「そうかな？」と言った。

        「大きければいいってものでもないと思う。ほら、形とか……感度とか？」

        「かっ、感度!?　やだ、咲彩さんのエッチ」

        「えぇぇっ!?」

        会うたびに私の胸を揉むリサには言われたくない言葉だ。

        咲彩は唇を尖らせてリサに顔を近づける。

        「ねぇ……リサちゃん。いいでしょ？」

        「その言い方――肉体関係を強要するオジサンみたい」

        「うっ」

        いや、ここで怯んではいけない。

        咲彩は深呼吸をする。

        「だって、好きなんだもん。好きっていう気持ちが溢れて、零れて……リサちゃんの全部に触りたいって、思うの」

        思いの丈を包み隠さず吐露する。

        「リサちゃんのすべてを知りたい。私だけが、知っていたい」

        絡み合わせていた両手をリサの胸の高さまで持ってくる。

        リサの秘められた箇所を暴きたい。こんなにも強い感情を抱いたのは初めてだった。

        なにもかもを知りたくて、なにもかもに触れたくてたまらない。

        「ん――」

        リサは唸りながら曖昧に頷いた。

        「いい、ってこと？」

        念を押すように確認すると、リサは今度は明確に首を縦に振った。

        咲彩の表情がとたんに晴れる。

        「じゃあさっそく」

        「ま、待って！」

        リサはいつになく慌てたようすで立ち上がり、クローゼットへと駆ける。

        いったいなにをするつもりなのだろうと思って静観していれば、ハンガーに掛かっているワンピースの腰のリボンをするすると引き抜いて戻ってきた。

        「えっ？　なになに、リサちゃん」

        幅の広い黒色のリボンを目元にぐるぐると巻きつけられる。

        「目隠ししてるの。……見られるのはやっぱり、恥ずかしい」

        「そっ、そんなぁ……！」

        閉ざされた視界の中で手探りをして、リサを見つける。

        滑らかな肌にぺたぺたと触れる。形からして、いま触っているのはリサの顔だ。

        （リサちゃんのお肌、すべすべ）

        視覚が使えないぶん、触覚が敏感になったような気がする。

        リサの頬、唇、首すじ――と、徐々に両手を下方へ滑らせる。

        制服の白いブラウスの襟を撫で、赤いリボンを指で弾いて揺らす。

        真っ暗でなにも見えないので、想像するしかなかった。リサはいまどんな表情かおをしているだろう。

        つるりとしたブラウスのボタンを一つ、二つと指先で確かめながら、胸元と思おぼしき箇所のボタンを外す。

        「ゃっ……」

        小さく抵抗する声が聞こえたが、リサはその場に留まっている。本当に嫌ならきっと、リサはすぐに逃げ出す。

        咲彩はごくりと喉を鳴らして小さな丸いボタンを外していく。

        （リサちゃんのブラジャー、何色だろ……）

        彼女の好きな色だろうか。

        ああ、早く目隠しを拭い去ってしまいたい。

        「リサちゃん、目隠し……外してくれない？」

        「ぃ――イヤ」

        「むぅ……」

        咲彩は頬を膨らませて、リサの制服のブラウスの裾を引っ張り上げる。

        「ひゃっ！」

        リサの甲高い悲鳴を聞きながらブラウスの内側に両手を潜り込ませた。リサの体を抱き込むようにしてブラジャーのホックを弾く。

        「ゃ、やだ、咲彩さんっ……」

        「いやよいやよも好きのうち、でしょ？」

        「だから、どうしてそうオジサンくさいの？」

        「う゛っ――」

        咲彩は「コホン」と咳払いをして裾から両手を引き抜いた。それからすぐに、緩くなっているであろうブラジャーを手で探る。

        下着はレース素材のようだった。ざらざらとした肌触りだ。

        （じかに触っても怒られないよね……？）

        ブラジャーの下端から、内側へと両手を忍び込ませる。

        「ゃんっ……！」

        リサの体がビクリと大きく跳ねたのがわかったけれど、忍び込ませた手は退けない。だってもう、指先に柔らかなものが触れているから。

        膨らみの形に添うように手を動かしてそっと掴む。手のひらですっぽりと覆うことができた。滑らかで、そしてまろやかな乳房だ。

        両手でゆっくりと円を描く。

        「ぁ、んっ……あぁ……」

        リサの甘い声を聞くと、指先がチリチリと疼いた。激しく揉みしだきたいと思ったが、がまんする。

        だって、大切にしたい。

        大切に、リサを愛めでたい。

        ずいっ、と前に身を乗り出したときだった。

        目隠しの黒いリボンが下へずれて、思いがけず視界が開ける。

        「……っ!!」

        二人ともが驚いて、息を呑む。

        リサはいまにも泣き出しそうな顔をしていた。目隠しが外れてしまったからそうなったのか、あるいはもとからそういう表情をしていたのか、定かではない。

        下着は予想したとおり、この部屋のカーテンと同色のパッションピンクだった。赤いリボンとパッションピンクのブラジャーの下に、先端がツンと上を向いた形のよい乳房がある。露出が多くなると、肌が透けるように白いのがよくわかった。

        心臓と下半身が連動して、大きくドクンと鳴り響く。

        「見ちゃ、イヤ……！」

        リサは両手で自身の胸を覆い隠す。

        「もう、見ちゃった」

        恍惚とした表情を浮かべて咲彩は言った。

        鼻のあたりまで落ちてきた黒いリボンを片手で拭い去り、絨毯の上に置き、無遠慮にまじまじとリサを見る。

        露わになった胸を手で隠し、下唇を噛んで瞳を潤ませるリサに、自分の中にあるなにかを刺激された。

        「もっと、触りたい。リサちゃんに」

        その――魅惑的な膨らみの先端に触れたら、リサはどんな反応を見せるだろう。

        「ね……？　リサちゃん」

        リサは「うん」とも「いや」とも言わない。無言を貫いて俯いている。

        ふたたび「リサちゃん」と呼びかけると、碧い瞳と視線が絡んだ。それを、「イエス」なのだと都合よく解釈する。

        リサの両腕の隙間を縫って無理やり手を滑り込ませ、柔らかな丘陵を捉える。

        「あっ……」

        明確な否定の言葉を口にしないので、咲彩は乳房の薄桃色になっている部分を指で丁寧に擦ってようすをうかがった。

        「んく、うぅ……ッ」

        どこかじれったそうにリサは身をくねらせる。それが、たまらなく淫靡だった。興奮を覚えて、息遣いが荒くなる。

        （大げさに息してたら、変態だって思われちゃう）

        必死に自制しながら乳輪の際を指先で辿る。強く擦りすぎないよう慎重に指を滑らせて、尖りの部分に登らせる。

        「あ、あぁ、あっ……！」

        人差し指の先が乳頭に触れると、いっそう高い声を上げた。

        なまめかしい反応を示された咲彩は調子づいて、胸飾りをツンツンッと素早くノックした。

        「ひあぁっ！」

        艶っぽい悲鳴を聞き、咲彩はますます息を荒げる。

        硬く尖った乳首を人差し指で押し上げる。二つともだ。

        「ひゃっ、そんな……しちゃ、やぁんっ……！」

        肩を左右に揺らして「イヤイヤ」をするので、二つの膨らみがふるふると官能的に弾んだ。

        「――っ、舐めてもいい？」

        口早に尋ねると、リサは「へぁっ!?」と頓狂な声を上げて驚きを露にした。

        「だめっ」

        即答されても、咲彩は諦められない。

        「先のほうを、ちょこっとだけでいいから」

        「だ、だから……！　咲彩さんはどうしてそう――」

        リサが言い終わる前に頭を低くする。鮮やかな薄桃色の屹立を眼前で眺め、リサの許可が出るのを待つ。

        「……っさ、咲彩さん、息が……」

        「うん……」

        鼻息が荒い自覚はあった。しかしそれが乳頭に吹きかかっているのだとは気がついていなかった。

        「もぅ、どうして……！」

        瞳に涙の膜を張ってリサは唇を噛んだ。そのあと、虫の鳴くような小さな声で「いいよ」と言う。

        咲彩はすぐに舌を出して、尖りの片方を根元からベロリと舐め上げた。

        「ひゃっ！　や、やだ……ちょこっとだけ、じゃ、ないっ……！」

        「ん――ごめん」

        咎められても、いまさら引けない。

        乳頭があまりにも硬いので、その感触をもっと確かめたくなった。

        もう一度、根元からてっぺんまで舌を這わせる。舌先を蛇行させてしまったのは、その感触をよりいっそう愉しみたいからだ。

        「あぁぅ、んぁあっ……！」

        リサが高らかに喘ぐものだから、咲彩はますます夢中になる。夢中で、胸蕾を貪った。

        （リサちゃんたら……私のこと、いつも余裕たっぷりに弄りまわしてくるのに）

        それが、いまはどうだ。

        咲彩は瞳を上へ向けてリサを見る。

        大人びた金髪の彼女が、碧い目尻に涙を溜めて喘ぎ悶えている。

        ゾクゾクとした戦慄きが全身にひた走る。もうこれ以上ないというくらい、興奮している。

        もっと、リサを乱したい。

        他のことを一切、考えられなくなるくらい、かき乱してしまいたい。

        咲彩は乳首を口に含んだまま右手を下へ動かした。紺色のプリーツスカートの端をつまんで捲って、露呈した太ももを撫で上げる。

        「はぅっ、う――……ッ」

        リサはくすぐったそうに腰をくねらせた。脚はしっかりと閉じられている。

        （濡れてる、かな……？）

        先ほどからずっと、そのことが気がかりでならなかった。

        少しも濡れていなかったら、まったく気持ちがよくないということだ。

        リサの内股に指をねじ込み、ショーツのクロッチ部分を目指す。どれだけ固く閉じられていても、指一本くらいならなんとか滑り込ませることができる。

        中指の先がショーツ生地に当たる。そこは湿り気を帯びていた。

        （よかった）

        安堵して口元を緩ませると、

        「な、なにがおかしいの？」

        そんな声が頭上から降ってきたものだから、咲彩は乳頭を舐めしゃぶるのを止めて顔を上げた。

        「リサちゃんが、ちゃんと気持ちよくなってるんだなってわかって……嬉しくて」

        正直に答えると、リサの頬が赤みを増した。耳まで朱に染まる。リサは肌が白いので、赤みが目立つ。

        「ココ……もっと、触っていい？」

        湿ったショーツ生地を上下に摩る。

        「ぁん、う――んっ、んぅ……」

        いまのは、返事なのだろうか。

        （うん、きっとそう）

        ショーツの端から内側へと指を潜り込ませ、裂け目に触れる。

        「あっ」

        リサが大声を上げても、咲彩はかまわず陰唇を弄まさぐった。ぬるりとした感触がすぐに病みつきになる。

        「リサちゃんのココ……ぬるぬるして、柔らかくて……気持ちいい。いつまででも触っていたくなる」

        「だ、だめです……そんなの……。ぁん、あ、ふっ……あぁっ……！」

        ぬめり気を帯びた陰唇の核を、中指で素早く擦り立てる。

        リサの喘ぎ声をもっと聞きたい。

        啼いてよがる姿を目に焼きつけたい。

        そんな想いが指の動きを加速させる。

        「あぁっ、だめっ……イッちゃ……ああ、あぁぁあああぁっ――!!」

        リサは咲彩の両肩を掴んで絶叫した。乱れた呼吸のまま、露になっている胸を隠しもせず咲彩にもたれかかる。

        「……次は、咲彩さんのペースには乗らないんだから」

        咲彩の耳に空いたばかりのピアスを見つめながら、リサは不満そうに呟くのだった。

        


        　

        　

    

    
        終章　海日和

        　

        『海日和だと思いませんか？』

        電話口で突然、そんなことを言われた咲彩は「へっ？」と驚嘆する。

        『空を見てください』

        「は、はい」

        上ずった声で生真面目な返事をして、咲彩は自室の窓のカーテンを開けて空を見上げた。咲彩がなにか言うよりも早く、

        『雲一つない晴天です。これはもう、海にでも出かけなくちゃ』

        どこかうきうきとした声が電話口から聞こえた。

        「じゃあ行こっか、海！」

        明るい調子でそう返す。電話の向こうでリサが微笑んでいるようすが頭の中に浮かぶ。

        季節はもうすっかり夏だ。

        咲彩とリサは駅で待ち合わせをして海水浴場へ向かった。

        通勤時間帯ではないものの夏休み期間中なので、電車内は少し混んでいた。

        「咲彩さんの水着って、どんなの？」

        隣に座るリサが訊いてきた。

        「さて、どんなのでしょう。リサちゃんは？」

        「咲彩さんが教えてくれないのなら、私も教えない」

        「えぇーっ」

        咲彩は唇を尖らせて、「じゃあ、想像する」と言ってリサの水着姿を思い描いた。

        きっとパッションピンクだ。彼女はそういう、ビビットな色を好む。胸元にはフリルレースがついているに違いない。

        あれやこれやと考えを巡らせていると、リサは大きなため息をついた。

        「はぁ、どうしよう……。咲彩さんの妄想どおりの水着かもしれない」

        「も、妄想って――人聞きが悪いなぁ。あくまで『想像』だってば」

        「……本当に？」

        咲彩は笑顔でコクコクと何度も頷いた。

        水着姿のリサの体を自分のいいように弄まさぐることまで考えが至ってしまったので立派な『妄想』だが、そのことは伏せておく。

        それでもリサは訝しんでいるようだったので、

        「あっ、次の駅で降りなくちゃ！」

        そう言って胸の前で小さく手を叩くことで、咲彩は不埒な妄想をごまかすのだった。

        　

        海水浴場に着くと、二人はさっそく海の家の更衣室で着替えを始める。

        妄想――もとい、想像の答え合わせだ。

        「……咲彩さん、見すぎ」

        小さな声でリサが言った。

        「あ、ぅ……ご、ごめん」

        更衣室には他にも海水浴客がいる。リサの生着替えを、穴が開きそうな勢いで凝視していてはヘンに思われる。

        咲彩はロッカーのほうを向いて自分の服を脱ぎながら横目でチラリとリサを盗み見た。

        リサはすまし顔で服を脱いでいく。そうして現れたのは、咲彩が想像したとおりの水着だった。

        （リサちゃん、服の下に水着を着てきたんだ）

        彼女のコンプレックスを鑑みれば頷ける。

        私としても、リサの裸は他の人には絶対に見せたくない。

        （私も、家で着てくればよかった）

        後悔しても仕方がないので、ブラジャーを外してロッカーの中に置く。ふと隣を見やれば、リサの視線が乳房に注がれていた。

        （私には『見すぎ』って、言ったくせに！）

        咲彩はほんの少しだけリサに背を向けて、ホルターネックの黒い水着を身に着ける。下はスカートだったので、秘所までは晒さずに済んだ。

        更衣室を出て砂浜へ出る。真っ青な中天に昇った太陽がギラギラと輝き、海で泳ぐ人々に熱く照りつける。

        「リサちゃんは泳げる？」

        「ある程度は」

        「そっかぁ……すごいねぇ」

        「咲彩さんは――泳げないんですね」

        海の家で買った浮き輪を胴にはめている咲彩を見てリサが言った。

        「察しがいいね、リサちゃん」

        「その恰好を見ればだれだってわかります」

        「ですよねー……」

        咲彩が苦笑すると、

        「浮き輪、海の中で引っ張ってあげる」

        リサは浮き輪の内側に手を入れて、海へ向かって溌剌と歩いていく。

        浅瀬――といっても身長の低い咲彩は足がつかない――まで来ると、先導していたリサが海水をかき分けて走り出した。

        咲彩は自分ではどうすることもできず、グイグイと引っ張られるだけになる。

        「わゎっ、リサちゃん！　速すぎるよ～っ」

        でも、楽しい。

        海に来て、こんなに楽しいと思うのは初めてだ。

        二人は日が暮れるまでそうして海で遊んだ。

        　

        「リサちゃん、どこまで行くの？」

        夕陽を眺めながら海辺を歩こうとリサに誘われて水着のまま散歩していたものの、海の家からはずいぶんと離れたところまで来てしまった。

        「んー……このあたりでいいかな」

        手首を掴まれたかと思えば、岩陰に引っ張り込まれた。

        「えっ!?　な、なに、どうしたの」

        なぜ岩の陰に隠れなければならないのだろう。

        きょろきょろとあたりを見まわした。私たちの他に人影はない。

        リサに両肩を掴まれる。

        「咲彩さん……私、もうがまんできない」

        オレンジ色の夕陽がリサの向こう側にあるせいで、その表情がよくわからない。

        「更衣室で咲彩さんの胸を見てからずっと……むらむらしてた」

        唇が触れそうな位置でリサは言葉を紡いだ。

        「私だって……。リサちゃんの水着姿を想像したときからずっと、そうだよ」

        「やっぱり妄想してたんだ？」

        素直にコクリと頷けば、逆光の中でもリサが微笑んだのがわかった。

        弧を描いた唇を、自分のもので塞ぐ。

        「んっ……」

        リサの呻き声は――ほとんど吐息だけのささいなものであっても――いつ聞いてもなまめかしくて、すぐに性欲を刺激される。

        どちらの胸を掴むのが早かっただろう。ほとんど同時に、咲彩とリサは相手の乳房を両手で掴んだ。

        「ゃんっ……！　咲彩さん、私に触るの？」

        咲彩は「もちろん」と答えてリサの胸を水着越しに揉みまわす。

        「んふ、ぅ……ッ。んもぅ……咲彩さんの胸に、集中できない――」

        リサは不満を露に眉根を寄せた。そうして小難しい顔をしているのもまたいい。

        笑顔も、怒った顔も、悲しそうな顔も、すべてが愛おしいのだ。

        さざ波の音を聞きながら二人は互いの乳房を弄まさぐり合う。自然と水着が脇や上にずれて、それぞれの乳房が明るみに出る。

        「リサちゃんのおっぱい、外に出てきちゃった」

        「咲彩さんだって。……そう仕向けたんでしょ？」

        このところリサには隠し事ができない。

        咲彩は「ふふっ」と笑って、夕陽に照らされた薄桃色の尖りを突いた。

        「ぁっ、んんぅ。ゃん、もう……っ」

        すぐに仕返しされる。細長い指先が乳首を突いてくる。

        「あっ、あぁ……っ。リサちゃん――そんなに強く突っついちゃ、だめ……」

        「それは私の台詞。……ん、はぅん」

        指先の力加減をうまくコントロールできない。リサも同じなのかもしれない。

        水着のボトムスの生地が割れ目に張りついてしまって気持ち悪い。胸を突かれただけで興奮して、お漏らしさながら大量の愛液が溢れている。

        「咲彩さん、もう濡らしてる？」

        あぁ、やはりリサはなんでもお見とおしだ。

        「ん……濡れ、てる。いっぱい」

        「じゃあ、確かめさせて。自分で脱いで、私に見せて」

        「んぅ……」

        唸りながら咲彩は水着のボトムスを下へずらす。秘所を晒すことに少しの抵抗感もないかといえば嘘になるが、そこを弄ってもらいたくてたまらなかった。

        「咲彩さん、エッチな恰好」

        黒い水着のトップスは乳房を中央に寄せるようにして両脇にずれている。ボトムスは膝のあたりまで引き下げてしまった。大切な部分は一つも隠せていない。

        「私ばっかり……不公平じゃない？　リサちゃんも脱いで」

        そうして咲彩は半ば強引にリサの水着のボトムスをくるぶしのあたりまで一気にずらした。

        「ひゃぁっ！　も、もうっ……いきなり脱がせるなんて」

        「リサちゃんだって、いつもいきなりだよ？」

        私ばかりが責められるものではないと主張しつつ、リサの秘所を指で確かめる。そこは紛れもなく蜜をたたえていた。

        「ぁんっ……！」

        「よかった、リサちゃんも私と同じで」

        「……もちろん、そうだよ。だって、私は咲彩さんの胸を突いてるだけでもソコが濡れちゃうんだから」

        嬉しいことを言ってくれる。

        咲彩はリサの首に腕をまわした。彼女には少しかがんでもらわなければ、胸同士を重ね合わせることができない。

        「咲彩さん、これ好きだよね」

        「んんぅ……？　乳首を擦り合わせること？」

        「そう。……私も、好きだけど」

        肩を左右に揺らして胸の先端をぶつける。互いの乳頭は頑なに弾き合う。それが、この上なく気持ちいいのだ。

        「こうやって乳首同士を弾いて……それから、この豆粒を擦るのが――好きなの」

        咲彩が言うと、リサの眉間に皺が寄った。

        「……咲彩さん、やっぱりエッチ」

        不満そうにしていながらも、リサは満更でもない。

        陰核は指であえてそうせずとも蜜に濡れていた。多量に溢れた愛液がそこにぬめり気を足していた。二人とも同じ状態だった。

        咲彩はリサの花芽を擦り始める。リサもまた、咲彩の花核を人差し指の先で丹念に愛でる。

        「ふはぁ……っ！　もう、こんなにぬるぬるしてるなんて……！　リサちゃん、海に来て興奮しちゃった？」

        「ぁ、っん、あぁんっ……！　咲彩さんのだって――いつもより膨らんでる気がする」

        咲彩は目を細めて唇を噛む。腰がひとりでに揺れてくる。

        「だって、海でこんなこと……しちゃ、だめだから」

        「だめなのに……いいの？」

        「いい。リサちゃんだから、いいの」

        そう言うと、唐突に右の乳首をつままれた。

        「ひゃぅんっ！」

        そのまま引っ張り上げられる。痛いくらいだけれど、気持ちがいい。

        「ねぇ、咲彩さん。クジラになろう」

        「ク、クジラ……？」

        リサの指が体の内側へと滑り込んだ。ぐちゅっ、という水音がさざ波の音に混じる。

        「ふあぁっ……！」

        リサの言わんとすることを理解した咲彩は「ぁん、あぁんっ」と喘ぎながらも指をリサの中へと潜らせた。

        互いの体内に指を沈め、擦り合う。

        「はぅっ、あぁ……！　リサちゃんの中、熱い……っ」

        「咲彩さんだって、そう。火傷しそう」

        それはいくらなんでも大げさではないかと思ったが、言及している余裕はない。

        リサの指が速さを増す。

        「あっ、あぁあっ！　やぅ、うぅう……っ。も――出ちゃ……あぁ、あぁっ」

        「出ちゃう？　いいよ、咲彩さん。砂の上に――ううん。私の体に、いっぱい撒き散らして」

        片脚を持ち上げられる。そうされることで、陰唇がリサのほうを向く。

        「リサちゃ――あ、っ、やぁぁああぁあぁあ――……ッ!!」

        ぷしゅうっと勢いよく潮が吹き出て、リサの体をしとどに濡らした。

        （クジラに、なっちゃった……）

        両脚から力が抜けて、へなへなと下降して砂の上に膝立ちになる。

        「咲彩さん、気持ちよかった？」

        なにやら得意げにリサが訊いてくるので、咲彩は曖昧に「んん」と返事をした。

        「……リサちゃんは？　まだ、物足りないでしょう？」

        ちょうど、目の前にリサの陰毛がある。

        「ンッ……!?」

        　有無を聞かずに舌を出し、リサの濡れた裂け目をペロリと一舐めした。

        「あぁんっ……！　やっ――いい、のに」

        「いい？　じゃあ、遠慮なくもっとベロベロするね」

        「ち、ちがっ――あ、あぁあっ……！」

        両手の指を使ってリサの陰唇を左右に開き、中央に鎮座している珠玉を舌先で突く。

        舌でギュッと押して左右に嬲れば、リサは「ふはぁ、あぁあんっ！」と大声を出して身悶えした。

        両手を上へ伸ばして、リサの乳首を手探りする。薄桃色のいただきは依然として硬かった。

        両方の乳頭をそれぞれ二本の指で挟み込み、コリコリと押し捻る。

        「ふゎぁっ……ァン！　やんっ……！　いっぺんにするの、だめっ……!!」

        だめだと言われもやめられない。やめたくない。

        （リサちゃんにも、気持ちよくなってほしい。私ばっかりじゃ、イヤ）

        咲彩は懸命に舌先を蛇行させて、リサの淫核を刺激する。

        「だめなのにっ……あっ、あぁっ……！」

        ときおり肉粒から舌を離して、すぐ下にある蜜の溢れ口に舌先を潜り込ませた。肉厚さとぬめり気を満喫したあとで、敏感な花芯に舞い戻る。するとリサはますます大きく「ひぁぁっ、ぁあぁっ!!」と喘ぐので、調子に乗らずにはいられない。

        （イッてほしいような、そうでないような――複雑な気持ちになるんだよね）

        絶頂すれば終わってしまう。しかしまだ終わらせたくないという思いもあって、複雑なのだ。

        喘いで、乱れて、悶えて、よがって――あなたのすべてを、私に見せて。

        咲彩は口をすぼめてリサの陰唇を吸う。じゅるるっと卑猥な水音が立ったが、波の打ち寄せる音にかき消された。

        「あぁ、やぁっ……咲彩さぁん……っ！」

        もっと、名前を呼んで。

        それだけで、愛しさが倍増するから。

        「も――イク……ッ、イキそ――ぅっ、うぅぅうっ」

        私のことだけ考えて、達して。

        「ふぁ、あぁぁああぁぁあ――……!!」

        リサは体を大きく仰け反らせて全身をビクビクと痙攣させた。

        その脈動はしばらく続き、快感の大きさをまざまざと知らしめる。

        絶頂したリサは咲彩と同じように砂の上に両膝をついた。

        しばらく呆然としていたが、陽が沈みきってあたりが薄暗くなると、思い出したように「気持ちよかった」と呟いた。

        「また――来たいね、海」

        「ん……。また、絶対に来る。咲彩さんと。……次に来るときは、咲彩さんに予想されない水着にする」

        「ええー？」

        「咲彩さんは――もっと、露出の少ない水着にして。男の人にジロジロ見られてたの、知ってる？」

        「知らない。私は、見られてなんてないよ。リサちゃんのほうが、目立ってた」

        「貧乳だから？」

        「まさか！　こんなに美人でスタイルがよかったら、老若男女大注目だよ」

        「なにそれ」

        「ふふっ」と笑い合うと、互いの吐息が頬を掠めた。咲彩とリサは乱れた恰好のまま抱き合っていた。

        「ずっと……一緒だよ、リサちゃん」

        すっかり薄暗くなった海辺に咲彩の囁き声がこだまする。

        「私が先に言おうと思ってたのに」

        リサの麗しい面おもてが距離を詰めてくる。

        咲彩は目を閉じた。

        視覚をなくすことで、その柔らかさを堪能するために。
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